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’ ’､鉄をつくり未来をつくる”住友金属

我国で初めて導入した新鋭設備
構造物の大型化に応えて

住友は高い強度と溶接性のすぐれた
ローラー型ﾉ､イクエンチ(高速焼入装置）

高張力銅をおとどけします 最近、造船界は大型化力、誰皿になっ

ています。当然、他ji]されるII":lill:If

は、大きな力力ざ"1lっても11･l･えらオしる

ことと、それでいて溶披．|･'|言のすぐ"れ

ていること力ざ必嬰です。伽友がおと

どけするのは、 その要’1とにみごとに

かなった商張ﾉﾉの原flilIM

日本雌初の、 ローラクエ日本並初の、 ローラクエ ンチ設姉に

より商張ﾉJであ’）ながら、 しかもi容

接性のすぐれた!常j度な･眺入がで､きる

のです。その糸,li恥、栫披l ･ 欠かせな

かった予熱作堆がほとんどイ《甥にな

り、非滞に絲(好的です。これまでの

張ﾉJが,l.Jj<なると、溶拡･|'Iがわるく

なるという'測係を、 ii座の1',Xj:lil仮は

完全にｲ. l.ちゃ"j; ﾄ）ました。一一一一一一

溶按･I･'|:のすぐ．れた住友の溶接棒を1j卜せ

てご利1 11 <だきい。

CAW法．x罰i=ll､7ｲヤ

ｽ三回=|侭･ス三アヲ〃颪
房-ｺ入アラツグスノⅥﾉワイヤ

鋼板住友の

や
厳 住友
f主友金属
金属工業株式鵠会社
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世界的水準をはるかに抜く明るさ〃

●光の王様､光学技術の総結集"|竺奨王簔菩藤基萱-イニ爪吉11酸ト会上
三信の高性能 信の高性能ﾘﾓｺ
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キ下ノーﾛ探
■特 許3件■実月
■特許出願中 3件■意匠

~ﾛ探
ﾝ式

:咽一V．探照燈
許3件■実用新案3件

許出願中 3件■意匠登録済

一

照燈キセ
件■実用新案3件■特 許
件■意匠登録済 ■特許出願中

●特殊設計により、寿命が長く 、電圧､周波数変動にも強い。
●太陽光に最も近い白色光です。
●光柱光度がきわめて高く、照射距離が長い．
●全閉式防噴流形構造によ')、完全防水です．
●主要部分はステンレス製で､さびず､長期の使用に
耐えます。
●特殊放熱板の採用によ')温度上昇が少ない。
●激しい振動や、風速60mの風圧にも十分耐えます。

●.』､仰、旋回操作は操作盤スイ",チで完全リモコンです．
●特殊設計により、寿命力摂〈、電圧､周波数変動にも強い。
●太陽光に最も近い白色光です。
●光柱光度がきわめて高く、照射距離が長い．
●全閉式防噴流形構造により、完全防水で､す。
●主要部分はステンレス製で､さびず､長期の使用に耐えます。
●特殊放熱板の採用により、温度上昇が少ない．

●激しい振動や、風速60mの風圧にも十分耐えます，’
〆一一－－ 、 RCX-60形1X-40形
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定格電圧・周波数

AC220VIfj50/60Hz

AC220VI'50/60Hz

AC220V3'50/60Hz

式|ランプ容量|最太趣光度|照射距離 １
１

ランプ容量最大光柱光度

(呼称)Ikw 3000万cd

(呼称)IkW 6500万cd

(呼称)2剛 8000万cd

定格電圧・周波数

AC220VI'50/60Hz

AC220VI.50/60Hz

A0220V3.50/60Hz

照射距離

IOkm

12km

13 5km鴬
3000万Cd

6500万cd

8000万cd

RCX 60A
-

RCX 60B’

●長年の経験と技術で安心をおとどけする。

三信船舶電具株式会社:鶏峰ﾕ蝋
④日本工業規格表示許可エ場 ■梱I鑪鋤i,/含福岡

三信電具製造株式会社:'繍鰯

東京部下代Ⅱ|区内陣Ⅱi1，－16－ 8念

(03) 840-2631(代） ■猫諏鰯皇甦ター

(092) 77-1237㈹■室蘭哲難所／s

iO138)43-1411(代1 ■間松営難所,含

(02252) 3-1304 ml2 :4S,
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今回、 日本に於ては、 NOPク銅ノレーフ。力笹製造提携を

前提とした販売を担当致す寵になりました。

よろしく御愛鯛の報呈お原口い申しー上げます。

尚、 、､GEROTOR'､で有名なア〆リカーマヨナチューセ

ンソ州ウオールサームにある "W.HNICHOLSCO.;'

と二クフ .､HYDRAULICPRODUCTSINCOR-

PORATED"は、 吻市妹会社で．ある朝野をつけカロえぎせ

て頂きま-ず-．

ワイドレンジな，性首旨で

無限に拡力ぐる、広範囲な用途.′
苛酷な条件で絶大なる耐ｸ<力.′
●高速7500rpmlメーヒ./
の低;m20rpmでもスムー二ズ『／
●高鼠島83｡Cまで／
●低らぅ星－40｡C/
●高圧2I0"/cm｡使用可能／
圧力連続定格2,OOOpsi (140kg/Cm2)
ピーク3,000psi (210kg/cm2)

e米国"HYDRAULICPRODUCTS INCOR=
pORATED''製油圧モータは、漉圧業界では考え
られなかった苛酷な条件の下で安定した'|生能と､絶
大なる耐久力を保証致します。M2A･シリーズ油
圧モーダは、既に米国に於ては、数多くの実繊を
もつユニークな存在の俊秀製品で．あります。 ，〆

| 速 度

'75~7500RPM
50-5000RPM

’
製品| 70k9/cm'

ｺｰド|雲静7値
理論吐出量

c､./reV

ローター巾ポート

(") INPTF

o"6 1，6882 6‘35042

1’085 13955 12701.552

1‘ 40～4000RPM2328 20811 1905'27

’ ’
3.992 1， 36～3600RPM'69 27694 25 4

｜
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剛
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1％ 30～3000RPM4647 41622４
９
５
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２
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38． 1

１
Ｊ 1％．6198 55551 50 8 20～2000RPM

零
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NEWOUTSTANDINGPRODUCTS
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収承都品川lx:lノミ崎2－l5－18TEL442－7231
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製造元
日本オイルポンプ製造株式会社
日本ジーローター株式会社

販売元オイルポンプ販売株式会社



、

’’篝難識蕊鐙謹識鳶 ‘二 一門

設計コンサルタント｡〃

船舶性能の合理化を育てる
日本アルゴンクイン

言とZ~ ■
ヨー”

写一弱

｜ｱﾙゴﾝｸｲﾝl ｡= iﾊｲﾋｰﾄ装壷｜ ….…- |其 の 他｜
●タンカー荷油加熱装置●エスカレータ ●アーカスビルヂセパレーター

●ユニバーサルフェアリード各種 ●O.B.O兼用船用ロール ●各種舶用特殊装置設計製作
●機関室及ポンプ室エレベータ イン／アウト加熱装置
●貨物用エレベータ ●燃料置タンク加熱ユニット 語，

●燃料タンク加熱特殊装置 謡'ふ．

し
日本アルゴンクイン株式会社

本社東京都中央区八丁堀2丁目7－1
TEL (552) 0431～2 ノ
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1

蛤 を．

曳船、押船、底曳網漁船など、荷重度が高

く、特に大きな推力を必要とする時

搭載主機関の出力を増さずに推力の増加を

計りたい時

プロペラ直径を制限され、目的の推力が得

られなL､時

河ﾉ1lなど浅吃水で航行する場合、空気吸入

キャビテーションの発生を防ぐとともに、

プロペラ羽根先の保護が必要な時

1

紬ぞ
2

3
P

4ー
、

環へ鼻郷
堅一二塁

駿制一・~.-．

-＝～

病

4蕊毒室
区

・

Ｉ

《
》

武彦＝

ニー

(株)マスミ内燃機工業所

幽 本 社東京都中央区勝と．き3-3-12 TEL(532)-1$l

清水営業所清水市入舟町2-36TEL(53)-6178
一団■ 心しqr－－
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’新型プレート式クーラー 鞍

罰
4

デル

剛灘｡柵M ー鼻

塞一ル
畷

亀塞

用泳
一

ジヤケッヘクーラー

ビストンクーラー

湾渭溜クーテー

セントラノLクーラー

篝特長 『
‐
も

雛

〆
蜂
／
１

謹■2種護のフノートをミニシングする

ことにより、圧浸、総活伝熱係数の

最適組合せが可藍です二

■プレート河薑はチタニヮ些のだめ腐

蝕することがありませルー

■プレートの伝熱面が広<(08mfγ枚）

－蟇当りの最高流量が600mW/h迄可

能の為大容量毛コンパクトに設計出

来ます。

■設計Eコンピューターで迅速且つ正

確に行います≦

■アフター写『－ヒスは世弄中にあるア

ルファラバルグルーブが行います。

…
一
』
；

I
１
Ｊ

蝋

才揃七
~

△
長瀬産業株式会社 他の取扱い機種： アルヨ 豊k､篝菖朧＃，ザ，：

穰藏蔀扉涌濯遍讓、 イ・・－ … 上.田加凱器

大阪本社大阪市西区立売堀南通1 l9a(06)541-1121 東京支社東京都中央区日本橋本町2－2a(03)6653765
‐■一一

－4



I

進ズk言己念貝曽呈用に

不二の舟合舟白美ｲ桁末莫型を

企業合理化による量産体制と製品の均一と価格の低減
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一

"COLONBROWN"(石膏運搬船)佐世保重工業株式会社納入

営業種目 各種機器商品模型
工業機械委言石石汗究

船
プ
施

布ir模
卜模
模

型
型
型

舶
ラ
美
ン
ル
ヱ
三
日

株式会社不二美術模型
代表取締役社長 桜庭武二

東京都練馬区高松2丁目5の2 TEL,東京(998) 1586
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硲舶用 K回碇口囹H回

●運輸省型式承認

●船級協会認定品

司彌塞翼字一
雄､謎羽
職謬遡”

、ヅー
耐圧防爆形天井灯

気密形螢光天jl:灯．

●営業品目
●防爆器具類

●車輌甲板用照明器具類

●甲板照明器具類

●備号探照灯類

●室内照明器具類 〃ノ J
I

●配線器具類 ＄､

●窓 類 ド言一＝
『~

●通風金物類 リ ．

船用作業灯

鋤
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〃

甲繩紅色閃光灯
LGF2R-OI棚ﾒL窓(400C"

社
一

工
E＝コ

向

693

(781)4351,TELEX大阪(527)8914
新橋1丁目22番7号森ビルE別館 1

(50I)8077,TELEX東京222－4132

株式会社

本社エ場：東大阪市御厨
TEL大阪代表

東京営業所：東京都港区西
TEL東京代表

■碇■蜀囲回
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英国SCHAT社と提携

舶田の
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錘懇:翻麹髄－－－－℃-~~覗躯1

A((OMMOMIONLADDER&WIN(H

GRAVlTYBOATDMIT&WIN(H

日本工業規格④表示詫可工場

株式曾肚奥田鐵工駅
本社・工場

羽曳野工場

東京営業所

電話06(692) 3131～3

電話0729（56）2481～3

電話03(552)0811.1488

大阪市東住吉区田辺西之町7-10

大阪府羽曳野市広瀬1 4 8

蝋京都中央区ﾉﾛｰ堀1－1－4（共同ビル）
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垂：
．,鷺或 交流発電機

1100KVA450V600RPM

ながい経験と最新の技術を誇る.／

大洋の舶用電 械
発 電 機自動化装置

各種電動機及制御装置

電動ウインチ配 電 盤

患 株式

会社盆大;菫 權亀
東京都千代田区神田錦町3の16

岐阜県羽島郡笠松町如月町18

伊勢崎市八斗島町726

伊勢崎市八斗島町大字東七分川330の5

下関市竹崎町3 99

札幌市北二条束二丁目浜建ビル

本 社

岐阜工場

伊勢崎工場

群馬工場

下関出張所

北海道出張所

電話

電話

電話

電話

電話

電話

東京(293）

笠松（7）

伊勢崎（32）

伊勢崎（32）
下関（”）

札幌(241）

3061（大代）

4111(代表）
1234(代表）

1234(代表）

7261(代表）

7316(代表）

鮎
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向け油槽船
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日本鋼管・津造船所建造
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安全なる航海は_正確.なる器械とよる
ピンジョイン肝式自動連結装置

弊社は1923年以来実に50年におよぶ六分儀の製作に従い， その豊富
な経験と勝れた製造技術，精選された材料と相俟って製品の優秀さ

は国内にとどまらず，汎く海外にもその声価を担っております。アーティカップル
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西芝の船舶用電気機器 ハ

☆連結一切離し作業の無人化.'

☆連結一切離しのスピード･アツプノ

☆荒天時も就航可能.／

《営業品目》

船用交流発電機・船用各種電動機

船用電動通風機・防爆形電動通風機

配電盤・制御装置。自動化電気機器

つり上げ電磁石。 リフトバック
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作業能率の向上促進に

新連結装置、アーティカップル〃
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2,000KVAサイリスタブラシレス交流発電機
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貨物船東 洋 丸新東海運株式会社
TOYOMARU

株式会社来島どつく大西工場建造（第771番船） 起工48－8－24 進水48－12－10 竣工49－3－26
全長173.50m 垂線間長163.00m 型幅24.80m 型深13.40m 満載喫水9.6725m
満載排水量30,565kt 総噸数14,820.06T 純噸数9,674.76T 載貨重量23,983.0kt
貨物艫容積（ベール)30,926.5m3 (グレーン)31,731.1m3 鰭口数5 デリックブーム25t×5台
燃料油槽1,436.32m3 燃料消費量38,75t/day 清水槽449.28m3 主機械川崎MANK6Z70/120E型
ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)10,000Ps(150RPM) (常用)9,000PS(145RPM)
補汽缶コクランコンポジツトボイラー7kg/cm2×1台 発電機AC450VA×450V×600PS×2台
送信機（主)1,000W1台（補)75Wr 1台 受信機全波2台 速力（試運転最大)17.8981m
(満載航海)17.337Kn 航続距離14,700浬 船級・区域資格NK遠洋 船型凹甲板船尾機関船型
乗組員33名 同型船EASTANHTT.T.

－12－ 宝貨物船南 丸三宝船舶株式会社
NANPOMARU

高知県造船株式会社建造（第551番船） 起工49－3－18 進水49－5－11 竣工49－6－24
全長127.97m 垂線間長119.00m 型llim 18.30m 型深9.90m 満栽喫水7.755m

純噸数3,926.74T満載排水量13,148t 総噸数6,163.55T 赦貨重躍ユ0,205.2t
貨物鎗容職（ベール)12,808.13m3 (グレーン)13,018.59ma 臆口数3 デリックブーム15t×4台
燃料油糟咄A"177.78m3 ､C〃1,073.18m3 燃料消費愚16.9t/day 清水槽760.217ms
主機械神戸発動機6UET52/90D型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)6,000PS(198RPM)
（常用)5,100PS(187.5RPM) 補汽缶コクランコンポジット 発電機250kVA×2台
送信機（主)800W1台（補)75W1台 受信機全波2台 速力（試運転最大)16.75kn
（満載航海)13.3kn 航続距離12,000浬 船級・区域資格NK遠洋 船型凹甲板船型
乗組員33名
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化学製品タンカーオーロ ラ原田汽船株式会社
AURORA

西造船株式会社建造（第155番船） 起工48－9－24 進水49－5－1 竣工49－5－30
全長95.93m 垂線間長89.10m 型幅13.50m 型深7.20m 満載喫水6.308m
満載排水趾5>439.62t 総噸数2,340.12T 純噸数1.701.66T 赦貨重量3,782.38kt
貨物油槽容秩4,277.947m3 主荷油ポンプギヤーポンプ500m3/h×7.5kg/cm2×2台 燃料油槽515.07m3
燃料消費量9.86t/day 清水槽200.23m3 主機械槙田鉄工KSLH641型立形4サイクル単動ディーゼル機関
(過給機及び空気冷却器付)×2基 出力（連続最大)3,100PS(290RPM) (常用)2,635PS(275RPM)
補汽缶川|崎重工強制貫流式4300kg/h×1台 発電機防滴自己通風自励式AC3'×60Hz×445V150kVA×2台
送信機 （主)TK15A800W -(補)TK18A75W 受信機 （主） トリフ。ルスーパーR-11A
(補）シングルR-130 速力（試運転最大)14.01kn (満載航海)13.22kn 航続距離15,490浬
船級・区域資格NK遠洋 船型船首尾楼付平甲板船型 乗組員26名
IMCOTyPen(ContefC.O.Tank材質SUS32)8種類の油等同時荷役可能

油槽船み よ 丸三ツ浜汽船株式会社 一l3－
MIYOMARU

高知軍工株式会社建造（第820番船） 起工49－3－1 進水49－4－1 竣工49－4－23
全長73.35m 垂線間長68.00m 型幅11.80m 型深5.60m 満載喫水5.271m

満戦排水通3,175.00t 総噸数996.59T 純噸数619､41T 救貨重量2,445.391kt
貨物油槽容職2,744.279m3 主荷油ポンプ750ma/h×2台 燃料油槽73.85m3 燃料消費量

6.6t/day清水槽54.57m3主機械槙田鉄工KSLH633型単動4サイクルスーパーチャージ付ディーゼル機関×1基
出力（連続最大)2,000PS(350RPM) (常用)1,700PS(331RPM)
発電機115kVA×225V×2台 船舶電話装置一式 速力（試運転最大)11955kn (満載航海)11.6361m
航続距離2,500浬 船級・区域資格JG沿海 船型凹甲板船尾機関船型 乗組員13名
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LPG運搬船第一えるぴい丸昭祇汽船株式会社
L・PMARUNo・1

徳島造船産業株式会社建造（第375番船） 起工49－2－14 進水49－5－8 竣工49－6－22

全長68.02m 垂線間長63.50m 型IIm 12.00m 型深5.50m 満載喫水4,627m

総噸数1,44190T 純噸数938.29T 赦貨重量1,499t タンク艫群職（グレーン)2,010.151m3

燃料油槽138.26m3 燃料消登鐙71t/day 清水糟74.04m3 主機械新潟鉄工6M37型

ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)2,200PS(330RPM) (糊月I)1,870PS(313RPM)

発電機300kVA×2台 速力（試運転最大)13.671kn (満戦航海)12.2kn 航続距離4,000浬

船級・区域資格NK沿海 船型山l甲板船型 乗組員13名 同型船第-|-えるぴい丸

－14－ 漁業練習船敬 天 丸鹿児島大学
KEITENMARU

内海造船株式会社田熊工場建造（節391番船） 起工48－10－27 進水49－2－25 竣工49－7－5
全長6190m 垂線iH｣長55.00m 梨幅1100m 型深卵二111板/上甲板4.70m/6.90m
満戦喫水4.50m 純噸数25269T満戦排水歴1,741t 総I噸数854.55T 救蛍亜i,i 69723t
デリツクブーム2t×8m×4台 魚舶容赦74.55m3 燃料汕柑330.88m3 燃料消費品8.3t/day
清水槽77.81m3 主機械ダイハツ6DSM-32型4サイクルに|爵'速過給機付ディーゼル機|對×1韮
出力（連続壌大)2,000PS(600/270RPM) 紺用魂角20。 補汽缶4kg/cm2G×330kg/h×1台
発電機AC450V×375kVA(300kW)×2台，発電機用原動機450PS×900R/M×2台 送信機（主)1kMr1台
(")100W1台 受信機全波3台 速力（試運転最大)14.762kn (満載航海)13.0kn
航続距離10,608沌 船級・区域資絡JG遠洋鋪3種漁船 船型全通船楼船（船尾トロール）
乘糸ll員乗組員31名，教宮3名，学生40名 （別項参照）
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ボーバークラフ|、 エンゼル3号三造企業株式会社
(MV-PP5型) ANGELiib.5

三井造船株式会社千蕊造船所建造 竣工49－7－9 全長16.0m 型幅8.6m

全高（着地時)4.4m 浮上高さ 1 2m フレキシブルスカートの深さ 1.2m 全備重量14.0t

クッション面讃88.0m2 燃料タンク 1.4t 燃料消費量2909/PS/h 燃料種類航空用ケロシン

(JP-1) 主機械IHIIM100型ガスタービン機関×1基 出力（連続最大)1,050PS
浮上用フアン直径2.27m13枚翼遠心式ファン×1基 推進用プロペラ3翼可変ピッチ式直径2.58m×2基
(主機関直後におかれた主減速ギヤボックスの他浮上ファン用1個，プロペラ用2個，計4個のギヤポックスがあり
これらによって定格19,500rpmの主機回転数は浮上ファン660rpm推進プロペラ1,550rpmに減速される） 発電機
電圧28.5V2kW,交流×2基 速力（鍍高)55kn (巡航速力)45kn 航続時間約4時間
乗組員2名 乗塔52名 同型艇かもめ 航路鹿児島加治木今指宿
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輸出油槽船CAIRU

船主PetroleoBrasileiroS.A. (Brazil)
石川島播磨重工業株式会社呉造船所建造（第2376番船） 起工48－11－6 進水49－3－23 竣工49－7－19
全長337.10m 垂線間長320.00m 型幅54.50m 型深27.80m 満載喫水2ｴ.623m
総噸数129,391.44T 純噸数107,079T 載貨重量282.750kt 貨物油槽容積347,063.6m8 主荷油ポンプ
42500m3/h×150m×4台 凌油ポンプ300m3/h×150m×1台 デリツク 15t×2台 燃料油槽13,210.8ma
燃料消豊量173.8t/day 清水槽1,012.2m3 主機械IHICross-CompoundlmpulseSteamTurbine×1基
出力（連続最大)40,000PS(83RPM) (常用)36,000PS(80RPM) 主汽缶IHIFWMONDwall，MDM"
型×2台(61.2kg/cm2G×515｡C×59TH) 発電機（タービン駆動)1,800kw×AC60Hz×450V×1,800rpm×2台
(ディーゼル駆動)1>500kW×AC60Hz×450V×720rpm×1台 無線機A,1.2kWA20.40.130.05各1台
速力（試運転最大)16.82kn (満載航海)15.90kn 航続距離24,550浬 船級・区域資格ABSRA1
､oilcarrier〃齢AMS&*ACCU船型平甲板船型乗組員44名同型船VIDALDENEGREIROS

フェアフィールド ジヤソン －17－
輸出油槽船FAIRFIELDJASON

船主Ea#WayTankersLtd. (Liberia)
住友重機械工業株式会社追浜造船所建造（第1006番船） 起工48-11-26 進水49-3-3 竣工49-7-4
全長340.80m 垂線間長324.00m 型幅54.40m 型深26.90m 満載喫水(ext)21.069m
満載排水量316,368t 総噸数122,222,"T 純噸数104,904T 栽貨重量275,977t
貨物油槽容積335,047ms 主荷汕ポンプ4,500m3/h×150mTH×4台 デリックブーム20t×2台
燃料油槽11,962m3 燃料消費量171t/day 清水槽522m3 主機械住友スタルラパルAP型
ダービ・ン機関×1避 出力（連続最大)38,000PS(91RPM) (常用)34,600PS(88.5RPM) 主汽缶
油専焼二胴水管式ボイラー80t/h(最大)×2台 発電機（タービン駆動)AC450V×1,650kW×1台
(ディーゼル駆動)AC450V×1.650kW×2台 送信機（主)1,200W (")800W (非)7W
受信機（主）（補）各1台 速力（試運転最大) 16,798kn(満載航海)15.60kn 航続距離21,000浬
船級・区域資格AB遠洋 船型一届甲板船型 乗組員45名 ，，

3
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輸出油槽船BRITISHTRIDENT

主汽缶
発電機（タービン駆動)AC450×1,400kWx

1,800r 送信機（主)ST 1400 (補｡)k.am350,~IMirl1i 受信機（主)R551
）15.76kn (満載航海)14.8kn 航続距離24,650浬 船級BRITIsH NoRINEgg,BRIfWI.ffW%N｣~"､ffiI遠洋速力 同型船BRITISHNORNESS，BRITISHRENOWN 僻'1項家昭､船型 乗組員53名

Jul』一一一

三菱重工
全長32
総噸数
主荷油ポ
燃料油槽
舶用ター
三菱CE.

WrIg
船型平 (別項参照）

テキサコ

輸出油槽船TEXACO
アフリカ

AFRICA
－18

船主TexacoPanamalnc. (PanaIM)
三井造船株式会社千葉造船所建造（第980番船） 起工48－9－6 進水49－3－29

総噸数126,97427T." -~.~~~#flhmi",:W.,7WI)0m ";|錫<鴬耐全長331.500m 垂線間長318.000m 型llW56.000m

満載排水通307,343Lt 純噸数,雛7WOm
貨物油槽容蔽3溌撫雛179kt/day 燃料油槽主荷汕ポﾝブ4,000m3/h×4台 デリ,ｸブｰﾑⅡ5t悪響量270,261Lt清水槽864.6m3

主機械川崎クロスコンパウンドUA-360型19,208.6":

"5MEW"# 潅信綾〈主)Ⅲ雛w出?欝(溌繩曳緋剥燃蝿"騨蝿甥
二段減速機付舶用タービン×1基
主汽缶三井FW､MSD〃型75t/h×2台

識織難隷膿職k・ (満職航海)‘…乗組員“ （別項総距離2"00浬受信繍級(篭城擁喪鎮
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ワンマンコントローノレの

ダブノレタイブ／
高い稼動効率

安定した運転

簡単なダブノレ運転
職

一

■孑治wキワレー津
売部東京都中央区八重洲6丁目3稽地(石興ビル"104 TEL東京(03)277-4219
64)4i-4808広島(0822)28-2486高松(0878)21-503I福岡(092)771-7241

亘H瓦
7画)11島ｷ番磨菫三

大阪(06)251-7871

■
機械営業本部第2汎用機械販売部東京都中
札幌(011)22I-8121宮山(0764)4i-4808
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比出力：単位容積当り 137PS/m3,シリング当り 1055PS/CYL.

特に粗悪油用に開発された4サイクルディー

ゼル機関52//55Aの出力力薗上がります。機関

の名称は52 ′嶺55Aとなります。

本機関はクロスヘッド2サイクルディーゼル

機関の利点（高いシリンダ出力、確実な粗悪

油運転）と4サイクル機関の長所(小形軽量）

を兼備していますc

l8シリンダV型5255Aでは18.990PS、多

機関ギヤード方式にすれば、プラントの出力

は幾倍にもなります。

6,330PS(6シリング）直列力､ら50.000PS

以上の広い出力範囲が得られます。

M●AoM(ジｬバﾝ） リミッテド
本社 東京C.P､O.Box68 Tel . (03) 214-5931
神戸サービスベース 神戸C.P.O・Boxl l70Tel_ (078)671-0765
横浜サービスエンジニヤー Tel. (045)201-2931
ラィセンシー

ノ1i崎重工二業株式会社 東京／神戸
三菱重工業株式会社 東京／横浜
MAscHINENFABRIKAuGsBuRG"NURNBERGAKTIENGEsELLscHAFT/WEsTGERMANY
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輸出汕槽船eRANDALLIANCE
船主GrandBassaTankerslnc． (America)
三菱重工業株式会社長111舟造船所建造("1715番船） 起工48-10-26 進水49-1-24 竣工49-6-6
全長338.629m 垂線|附長320.00m 型幅53.60m 型深26.40m 満救喫水67'－51/8〃
総|噸数118,215.56T 純|噸歎100,269T 載侭重量264,018Lt 安物汕櫓容誼320,552.1m3
主荷汕ポンプ4,000m3/h×125mTH×4台 唆汕ポンプ350m3/h×125mTH×1台 650m3/h×2式
燃料汕柚12,239.0m3 燃料消費量165L1･/day 清水榊372.5m3 主機械三菱二段減速装嗣付
舶用タービン×l雄 出力（連続最大)34,000PS(90RPM) (常用)34,000PS(90RPM)
主汽缶三菱CEV2M-8W型61.2kg/cal×72,000kg/h×515.6｡C×2台 発電機（タービン駆動)AC450Vx
1,600kW×12800rpm 送信|篭 （主） 1台（非） 1台 受信機（主） 1台（非） 1台 速力
(試運転蝦大)15.98kn (i,l,;戦航海) 1.5.4kn 航続距離25,000浬 船級・区域篭絡AB遠洋 船型
船首楼付平甲板船型 乗組員47名 ｜司型船PAULL.FAHRNEY (別項参照）

ワールド ブリガディフ”

輸出汕槽船WORLDBRIGADIER
船主PinC､ShippingCompany,S､A. (Panama)
川||崎軍工業‘|衆式会社坂出工場建造("1209番船） 起工48-11-14 進水49-3-15 竣工49-7-10
全長319.93m 垂線間長305.00m 型'iIE 53.00m 測深25.30m 満救喫水19.653m
満､|髄排水鮭268,038t 総噸数105,178.68T 純噸数87,761.10T 赦賃重逓233,348t 安物油槽容秋
287,860.43m3 主荷汕ポンプタービン駆動4,000/4,200m3h×150/145mTH×3台 デリックブーム20L×2台
燃料汕桃7,702.88m3 燃料ii'職丑171.86t/day 清水槽699,48m3 主機賊川llifUA-360型二段減速歯
ﾕに装慨付舶用タービン 1荘 出力（連続最大)36,000SHP(90RPM) (常用)35,000SHP(89RPM)
主汽缶川lli6UMG70/56-UA珊二胴水管式×2台発電|叢（タービン駆動)1,600kMr×2,000kVA×AC450V×1台
(ディーゼル駆動)760kW×950kVA×AC×450V×2台 送信擬（主)HFMF各1台(")75Wl台
受信|幾全波MFMHF各1台(#li) 1台 速力（試運転妓大)17.428kn (枇城航海)16.64k'' 航続距離
16,000浬 船級．区域盗格NK遠洋 船型平甲板船型 乗組批43名 同型船WORLDCOMET
ノズルプロペラ採ﾊ］
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輸出鉱石兼油槽船CHAMPLAIM

船主CompagnieGeneraleTransatlantique(France)
三菱重工業株式会社広島造船所建造（第242番船） 起工49－1－9 進水49－3－27 竣工49－6－28
全長261.00m 垂線間長"7.00m 型幅40.60m 型深23.00m 満載喫水(ext)16.924m
満載排水量144,331t 総噸数68,704.81T 純噸数oil"2222.98T, ore40,08317T 載貨重量
1215934t(120,008Lt) 貨物総容駿（グレーン)61,334m3 貨物油槽容積141,679.5m3 主荷油ポンプ
3,000m3/h×125m×3台 艫口数8 デリックブーム 10t×1台, 5t×2台 燃料汕槽7,113.8m3

清水槽565.2m3燃料消費量75.5L1Jday 主機械三菱スルザー8RND90型ディーゼル機関×1基
出力（連続最大)23,200PS(112RPM). (常用)20,8"ES"8RPM7 補汽缶三菱CE2胴水管式(MCA)
32,000kg/h×16kg/Cm2×2台 発電機ディーゼル駆動AC450V×60Hz×937.5kvA(750kw)×3基 送信機
(主)1kW1台（補)110W' 1台 受信機（主) 1台（補) 1台 速力（試運転最大)16.19kn
摘載航海)15:2kn航続距離29,200浬船級･区域資格BV遠洋船型船首楼網乏甲臓罷r認､賞･鰯

－－－ー

ブロックマン

輸出鉱石運搬船BROCKMAN
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輸出撒積貨物船BINTANGHARAPAN

船主AvanzarlaNavieraS.A. (Panama)
株式会社来島どつく波止浜工場建造（第803番船） 起工48－11－16 進水49－3－12 竣工49－5－17
全長121.23m 垂線間長111.50m 型幅19.20m 型深10.00m 満載喫水7.861m
満載排水量12,860kt 総噸数5,439.89T 純噸数4,037.53T 載貨重盈(Sum.)10,01000kt
(Lum.)10,731.00kt 貨物艫容穣（ベール)11,786.26m3 (グレーン)12,923.30ma 総口数2
デリツクブーム 15t×4台 燃料油槽1,067.30m3 燃料消費量21.44t/day 清水槽336.62m3
主機械川崎MAN52/90N型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)6,000PS(205RPM)
(常用)5,100PS(194RPM) 補汽缶コクランコンポジットボイラー×1台 発電機
AC270kVA×445V×900rmp×2台 送信機（主)800Wl台 （補) 75W1台 受信機NRD-101台，
NRD-1002 1台,NRC-104F 1台 速力（試運転最大)16.929kn (満載航海) 13.5kn 航続距離12,000浬
船級・区域資格NK遠洋 船型凹甲板船型 乗組員30名

ラス ラヌフ

輸出油槽船RAS－LANUF
－23－

船主LibyanGeneralMaritimeTransportOrganizatien(Liberia)
日本鋼管株式会社鶴見造船所建造（第913番船） 起工48-12-8 進水49-3-11 竣工49-6-27
全長230.000m 垂線間長220.000m 型幅38_000m 型深19.500m 満載喫水14.617m
満載排水量103,637kt 総I1噸数47,892.13T 純噸数32,637.79T 載貨重量88)296kt
貨物油槽容積108,076.1m3 主荷油ポンプV.Centrifugal2,5001n3/h×125m×3台 燃料油槽31,955m3
燃料消費量p6.9t/day 清水槽254.4m3 主機械住友スルザー7RND90型ディーゼル機関×1基
出力（連続最大)20;300PS(122RPM) (常用)18,200PS(118RPM) 補汽缶水管缶×2台
発電機SelfExCited(AC60Hz)×3台580kW×450V 送信機MARCONI製CONQUEROR,SD"
l.8kW(A35) 受信機MARCONI製APOLLO 速力（試運転最大)16.27kn (満載航海)15.11m
航続距離15,000浬 船級・区域資格LR遠洋 船型平甲板船型 乗組員43名
|司型船EL-BREGA
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オサ･ム

○SAM輸出油槽船

主BUlgarianTankerFleet(Bulgaria)
戸船渠株式会社笠戸造船所建造（銘273番船）
船主
笠戸
全長
棚i職
貨脳
燃料
デイ
袖汽
発稲
受信
船級

長

暁

起工48－9－29 進水49－2－13 49－6－12竣工
載喫
一一J~=L
I'Irf.』,r

1台，
-ザー

237.00m 垂線間長225.00m 型1F37.20m 型深18.60m 満載喫水12917m
戦排水鉦90,554t 総噸数46,773.55T 純噸数27,805.78T 戦貨萢慨75,275.0mt
物汕榊群枝95,992.44m3 主荷油ポンプ2,000m3/h×115m×3台 デリックブーム3Lt×1台, 10Lt×2台
料汕槽3,535.34nl8 燃料消費量72.0t/day 清水槽411.32m3 主機械IHIスルザー7RND90型
イーゼル磯関×1基 出力（連続最大)20,300PS(122RPM) (常用)18,270PS(117.8RPM)
汽佃二l1同水管式25kt/h×16kg/cm2×2台 排ガスエコノマイザー2.5t/h×7kg/cm2×1台
電機660kW×1,100PS×720rpm×3台 送信機（主)DSB/SSB1.2k凧7 1台（補) 1TS､
信機（主）全波（補） 1台 速力（試運転最大)17.09kn(満載航海)15.51m 航続距離14,800浬
・区域資絡 LR遠洋 船型平甲板船型 乗組員38名 同型船MESTA

アジア ヘロン

illbl1l自動車兼撒祇旋物船ASIAHERON

Libe"nHeronTransportsInc. (Liberia)
鳶社大阪造船所建造（鋪342番船） 起工49－1－18 進水49－4－19 竣工49－6－28
185.371m 垂線側長175.000m 型|IW 26.000m 型深16.100m 満載喫水11.3851n
ト水堕42,732kt 総噸数20,513.25T 純l1'胤数14,481T 戦貨面並33,092kt 貨物雌容積
ル)40,088m3 (グレーン)41.,396m3 雛1コ数5 デッキクレーン8t×3台 燃料油槽2,137.9m3
3黄逓43.25kt/day 清水槽465.4m3 主機械IHIスルザー6RND76型ディーゼル機関×1基
（連続般大)12,000BHP(122RPM) (常用) 10,800BHP(117.8RPM) 補汽価竪型横煙管式コクラン型
ミジツ｜､ボイラー×1台 発電機AC450V×500kva 送信嬢（主)HFA, IMFMF (補)A: 500VV
（試運転最大）17.802kn (満載航海) 14.8kn 航続距離15,600浬 船級・区域盗格AB遠洋
船青楼付平I:II板船咽 乗組興38箱 同型船ASIAINDUSTRY
lｴ報i戦装置として，吊下げ式及び取外し式自動車甲板をNO. 1. 2．4. 5Holdsに装lilliしている。

185.371m

水堕42,7321
ﾚ)40,088m3
黄量43.25kt
(連続般大）1
ジッ｜、ボイラ
(試運転最大）
船荷楼付平I:II
械戦装置とし

25－

船主
株式会
全長
#Wil髄排
(ベーノ
燃料梢
出力
コンポ
速力
船ｿWI!
自動『|j
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輸出木材兼撒積貨物船eRANDDOMAIN

船主GrandDomainTransportlnc. (Liberia)
常石造船株式会社建造（第293番船） 起工49－1－11 進水49－3－26 竣工49－6－27
全長エ79.000m 垂線間長170.000m 型幅25.400m 型深15.500m 満載喫水11.176m
(木材11.551m) 満載排水量39,657kt(木材41,117kt) 総噸数17,144.84T 純噸数11,700.28T
載貨重量31,972kt(木材33,432kt) 貨物艫容稜（ベール)38,825.6ms (グレーン)40,036.5m3
鎗口数5 デツキクレーン15t×4台 燃料油槽、FO"1,955.6m8 ､DO"291.5m3 燃料消費量40.0t/day
清水槽256.8m3 主機械IHIスルザー7RND68型ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)11,550BHP
(150RPM) (常用)10,400BHP(145RPM) 補汽缶1,200kg/h×8kg/cm2G 発電機AC450V×60'
x400kfW×3台 送信機（主)NSD-78 (補)NSD=266H 受信機（主)NRD-10 (補)NRD-3D
速力（試運転最大)17.27kn (満載航海)15.0Kn 航続距離16,000浬 船級・区域資格BV遠洋
船型凹甲板船型 乗組員40名（含予備2名）

ペン マーク

輸出撒積貨物船PENMARCH

船主Soci6t6FrancaiseDeTransportsMaritimes. (France)
日本鋼管株式会社清水造船所建造（第325番船） 起工48－10－29 進水49－2－20 竣工49－5－31
全長174.692m 垂線間長164.592m 型幅22.860m 型深14.707m 満載喫水10.968m
満載排水量34,060kt 総噸数16,245.78T 純噸数10>177.43T 載貨重量27,243kt 貨物艫容職
（ベール)29,365m3 (グレーン) 35,854ma 殖口数6 デツキクレーン12t×5台 燃料汕槽1>855m3
燃料消費量43.13kt-day 清水槽200m3 主機械住友スルザー6RND76型ディーゼル機関×1基
出力（連続最大)12,000PS(122RPM) (常用)10,800PS(118RPM) 補汽缶VerticalSmokeTubeType
(NiShidaNCH1500) 1基 発電機SelfExciting500kW×450V×60Hz×3‘×3台 送信機MFIFHF
受信機100kHz-28.1MHz 速力（試運転最大)17.967En (満載航海) 15.0kn 航続距離13,600浬
船級・区域資格BV遠洋 船型ウエル甲板船型 乗組員35名
バウスラスター(KAMEWA800/2000/AS-CP)1基CPP(KAMEWA)1壁
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輸出撒積貨物船ROSEL1NE

船主UnionlndustrielleetMaritimn(France)
日本鋼管株式会社清水造船所建造（第326番船） 起工48－12－24 進水49－3－20 竣工49－6－25
全長174.692m 垂線間長164.592m 型幅22.860m 型深14.707m 満載喫水10.968m
満載排水趾34,060kt 総噸数16,245.78T 純噸数10,177.43T 載貨重量27,243kt 貨物艫容積
(ベール)_29,365ma (グレーン)35,854ms 臆口数6 燃料油槽1,855m3 燃料消費量43.13kt/day
清水槽200ma 主機械住友スルザー6RND76型ディーゼル機関×1基 出力 （連続最大)12,000PS
(122RpM)(常用)10,800PS(118RPM) 補汽缶VerticalSmOkeTubeType(NishidaNCH1500) 1基
発電機SglfEM6ng500kW×450V×60Hz×3'×3台 送信機MFIFHF 受信機100kHz-28.1MHz
速力（試運i涯最大)17.904kn (満載航海)15.0kn 航続距離13,600浬 船級・区域資格BV遠洋
船型ウエル甲板船型 乗組員35名 同型船PENMARCH
パウスラスター(KAMEWA800/2000ﾒAS-CP)1基CPP(KAMEWA)1基

|，

|’

スター ケストレル －27－
輸出撒積貨物船STARKESTREL

船主Surrgy.ShippingCo.,Ltd. (England)
函館ドック株式会社函館造船所建造（第559番船） 起工48－12－15 進水49－3－16 竣工49－7－17
全長177.940m 垂線間長167.800m 型幅22.860m 型深14.710m 満載喫水10.689m
満戦排水量33,269Lt 総噸数16,818.99T 純噸数9,715.37T 載貨重量26,839Lt 貨物艫容積
(ベール)32,208m3 (グレーン)32,639m3 臆口数5 デリツクブーム15Lt×22m×4台 燃料油槽
2,017ma
機関×，基 燃料消費量40.8Lt/day 清水槽'82ma 主機械IHIスルザー6RND76型ディーゼル

出力（連続最大)12,000BHP(122RPM) (常用)10,800BHP(117.8RPM)
補汽缶V"tiCaloilFiredl,200kg/h×7kg/cm2G×1台 発電機AC550kVA(440kMr)×3台
送信機（主)MFIFHF各1台（非)MFl台 受信機（主) 1台（非） ユ台
速力（試運転最大)17.895kn(満載航海)15.2kn 航続距離14,550浬 船級・区域資格LR遠洋
船型船首尾楼付一層甲板船型 乗組員49名 同型船STARNESTOR STARKERRY ■
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エーシア プロスペリティー

輸出撒砿貨物船ASIAPROSPERITY

船主LibirianThorTransportslnc. (Liberia)
幸陽船渠株式会社建造（第666番船） 起工49－2－8 進水49－5－8 竣工49－6－27
全長177.20m 垂線間長164.90m 型幅22.80m 型深14.60m 枇赦喫水10.589m
満載排水量33,858.90t 総噸数13,382.24T 純噸数8,968.84T 戦貨亜趾26,601.99t
貨物艫容職（ベール)31,234.55m3 (グレーン)30,020.31m3 龍口数4 デリックブーム 15t×6台
燃料油槽1,645.19ma 燃料消費品39.60t/day 清水槽255.0mB 主機械IHI7RND68型2サイクル
単勤無気噴汕クロスヘツド排気ターボ過給機付自己逆転式ディーゼル機関×1蛙 出力（連続最大)11,550PS
(150RPM) (常用)10,400PS(145RPM) 補汽缶三浦VW-40型8kg/cm2×1,600kg/h 発電機500kVA
(400kW)×2×AC440V 送信機（主)1kW1台（補)75W1台 受信機（主）金波1台（補）全波
1台 速力（試運転最大)17.402kn (満載航海)15.30Kn 航続距離12,852浬 船級・区域資絡NK遠洋
船型凹甲板船型 乗組員37名 旅客4名 同型船NAGANPIONEER

アイランド マリナー

輸出撒職貨物船 ISLANDMARINER

船主Main1ｺraceShippingCompany. (Greece)
株式会社名村造船所述造（鯛419番船） 起工48－12－12 進水49－3－27 竣工49－6－28
全長177.03m 垂線間長エ67.00m 型蛎22.90m 型深14.50m 満救喫水10.407m
満救排水垂33,486t 総噸数16,005.92T 純1噸数10,789T 赦貨五量26,220Lt (26,640t)
貨物鎗群砿（ベール)32,890m3 (グレーン)34,247m3 艫口数5 デッキクレーン 10t×3台, 15t×2台
燃料油榊2,036.4m3 燃料消費量ⅧC"oi139.11Jday ,A"oi12.0t/day 清水榊156.2m3
主機械三菱スルザー6RND76型ディーゼル機関×1基出力（連続最大)12,000PS(122RPM) ("11) 10,200PS
(116RPM) 補汽缶FlemingBoiler7kg/Cm2×169.6°C×1,350kg/h×1台 発電機ディーゼル駆動
500kVA(400kW)×450V×3台 送信機（主)1.2kWSSB 1台（非)A,50WA2130Wl台
受信機（主） 1台（非） 1台 速力（試運il蚕簸大) 18.11kn (満城航海)15.1kn 航続距離17,700浬

－28
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ハイパワー化〃保守整備の省力化〃

’ 謂蓋篭箪含雪隠悪縦撫忌彗y:磯韓懇懸垂{蝋簔
にありますもその結果､船舶に塔城する推進機関 しかも、その配列によっていかなる所要馬力にも

｜嬢幾割鷲｡ベラ回転難｣の多様化が ”応…ことがで…雲た縢廟発電機関などにも、巾ひろくその用途が期待されています。

近年の海上輸送の合理化にともない、船舶は

｢用途｣｢大きさ｣「スピー脳において多様化の傾向

にありますもその結果､船舶に塔城する推進機関

も、その「出力範囲｣「ブ'ロペラ回転数｣の多様化が
要求きれております。

この要求に応じるため、世界にほこるエンジン

生産実紙をもつ三井造船の技術は、画期的な

中速ディーゼルエンジン｢三井V60M」を開発

しました。このエンジンは、 ロボッ|､によるビス

1､ンの解放をはじめ、主軸受の解放、吸排気弁の

解放など保守整備の自動化を徹底的に推し進

めた、全く新しい構想のエンジンです。

人間と技術の調和に挑む

三井造船
東京都中央区築地5丁目6番4号
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輸出撒砿貨物船ASIABRAVERY

LiberianSterculiaTransports, Inc. (Liberia)
社ﾈ['1田造船所建造（第182番船） 起工48－11－20 進水49－3－13 竣工49-6-19
175.84m 垂線間長165.00m 型IIW 25.40m 型深13.40m 満載喫水9623m
水騒32,541.82kt 総I噸数15,016.76T 純噸数10,846.21T il世貨露壁25,30347kt
容粧（ベール)31,906.69m3 (グレーン)36,156.80m3 艫口数5 デリックブーム25t×5台
"1,93140m3 燃料消費趾35.6t/day 清水榊37744ma 主機械IHIスルザー6RND68型
ゼル機関×l雑 出力 （連続最大)9,900PS(150RPM) (常用)8,910PS(144.8RPM)
ガデリウスサンロッドCPDB-15×1台 発電機ヤンマ－6UA1-UT×3台650PS×900rpm
（主) 1.2kWlfr (補)200Mr 1台 受信機（主）全波1台（補）全波1台
(試運転最大) 17 649kn (満赦航海)14.6kn 航続距離15,300浬 船級・区域資格NK遠洋
ウエル甲板船型 乗組員34名 同型船SEABELLS

社ﾈ['1田退
175.84m

水騒3：
容荊'i (
"1,93
ゼル機膜
ガデリ
（主） ］
(試運転」
ウエル味

船主
株式会
全長
満載排
贋物艫
燃料汕
デイー
補汽ｲI『
送信機
速力
船型

－3,-|’リージエント －31－
輸出貨物船REGENT

CrimsonNavigationCo･Ltd(Panama)
39番船） 起工49－1－17 進水49－4－25 竣工49－6－19
1lg 120.00m うりli｢5 19.60m 姻深10.50m 満戦喫水8.252m
総I'Wi"661235T 紬噸對4_360.39T 緋僻市帰11996kt

船
株
余
油
衝
燃
清
但

船主MQEUb" CpxfpQratiOnCrimsonNavigationCo･Ltd． (Panama)
株式会社宇品造船所建造（鋪539番船） 起工49-1-17 進水49-4-25 竣工49-6-19
余長128.77m 垂線間縫120.00m 7111i｢5 19.60m 型深10.50m 満赦喫水8.252m
i,l';,|世排水趾15,250kt 総噸数6｣612.35T 純噸数4,360.39T 救歯亜戯11,996kt
衝物鎗森稚（ベール) 13,747m3 (グレーン)14,072m3 鮪口数3 デリックブーム 15t×214T, 20t×2台
燃料illl榊帆C"oil l,192m2 ､A"oil l95m3 燃料消没通いC"Oil21kt/day ,A"oil2kt/day
清水棚910m8 主機械川lll#MAN6Z52/90Nディーゼル機関×1基 出力（連続最大)6,000PS
(205RPM) (常ﾊ1)5,400PS(198RPM) 補汽缶コクランコンポジツト型8kg/cm2×8()0kg/h
発電機AC445V×300kVA×2台 送信機800W1台 受信機75Mr l台 速力（試運転最大）
16.37kn (術救航海)13.2kn 航続距離16,000浬 船級・区域資絡NK遠洋 船型凹甲板船型
嚥糸lui 30宿 同猟船秋隆丸，光降丸

一
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スリー 了ローズ

輸出貨物船THREEARROWS

船主CQmPaniaAguaPrincesaS.A. (Panama)
今治造船株式会社今治工場建造（第321番船） 起工48－11－20 進水49－4－21 竣工49－5－29
全長119.88m 垂線間長112.00m 型|隔20.50m 型深9.55m 満赦喫水7.524nl
満載排水量12,934kt 総噸数5,932.10t 純噸数4,378.16t 載貨重量9,955.48kt
貨物艫容俄（ベール)12,329.m3 (グレーン) 12,960.0m3 艫口数2 デリックブーム21t×2台
燃料油槽902.5m3 燃料消費量20.9t/day 清水糟652.2m3 主機械神戸発動機6UEC52/105D型
ディーゼル機関×1基 出力（連続最大)6,200PS(175RPM) (常用)5,580PS(169RPM)
補汽缶大阪ポイラコクランコンポジッ1､型7kg/cmz 発電機AC440V×300kVA×2台
送信機（主)MF400W(補)MF50W 受信機（主）全波（補）全波
速力（試運転最大)16.834kn (満載航海)13.2kn 航続距離10,970浬 船級・区域資格NK遠洋
船型ウエル甲板船型 乗組員30名 同型船SINARFUJI

カイホウ －33
輸出冷凍加工運搬船海手 826 (HAIFENG826)

船主中国機械進出口総公司（中国）
株式会社金指造船所貝島工場建造（第1173番船） 起工49－1－31 進水49－4－24 竣工49－6－22
全長67.15m 垂線間長59.50m 型幅10.90m 型深4.90m 満載喫水4.501n
満載排水量2,011.40kt 総噸数852.50T 純噸数399.21T 載貨軍量1,125.62kt 冷蔵貨物艫容職
(ベール)898.0m3 (グレーン)981.0m3 鱸口数2 デリックブーム2t×4台 冷凍室容稜（グレーン）
145.3m8 凍結能力48.60t/day 燃料油槽365.33m3 燃料消費量M/E5.77kt/dayA/E1.80kt/day
清水槽104.26m3 主機械赤阪鉄工A－H-33型単勤4サイクルディーゼル機関×1基 出力（連続最大）
1,800PS(340RPM) (常用)1,520PS(322RPM) 発電機（ディーゼル駆動)630PS×1,000rpm×500kVA×2台
送信機（主)A,A2250W全波380V (補)A1A2125W各1台 受信機 I､リプルスーパー，全波1台
速力（試運転最人)14.45kn (満載航海)12.0kn 航続距離11,950浬 船級・区域資格NKNS*MNS
RMC 船型長船首尾機付一・隔凹甲板船型 乗組員40名 同型船海羊825, 824
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(3,087.73GT)

内海造船・瀬戸田工場建造
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UTSUKI-KEIKIは

傾度計｡傾度制御装置の

トップメーカーです。
~

一

錨
ランプ表示式傾度計は、スプリン

グ型リニアfラゾス式傾度検出器のアナロ

グ電圧出力を、A－D変換し、Sヶのラン

プを､一定のパターンにより点滅し、船体

等の傾度を表示する装置です。

－…

曽 蕊韓翻。
I

ULD-SOOC型

孟一
一一

4

祭一傾度検出器は、保守を全く必要とせず、
, ． ． ． ． ‘鳥;；.; .・ ・ ：・・

寿命は半永久的です一一

一ユニット化されたプリント基盤は､交換

が容易です。vランプの点滅制御には双方向性
. . ; “ ･-･･鴬:. . 、

サイリズタを使用"Lで峰るのでリレーの様(二
・ ．ミ . . ．.： ･ ･ ･ ． ．｡:､.､'. ･ ･･一

子備品を必要としません毒墓-÷： ： ”
ロ"〃． ： ｡ 、 ･･3"

． ． §： ． ：： ．

-ニーバラスト調整用:の接点出ガ信号を送出す
． ” ．．､ ::､ ． 、

る::,こどが可籠種薪-=＝

傾度計シリーズ 精密機械式傾度計、電気式トリムIヒール'計、制御出力端子付傾度計、

トリムヒール自動制御信号装置、船足場自動水平保持装置、他。

ブームメーター、アウトリーチメーター！ 'ノミッター'、デリッククレー

ン自動制御装置、他。

時刻装置付データーロガーロガー用パルスジェネレーター他。

船舶用アネロイド型気圧計、電気式気圧計、他。

電気式乾舷高計、レベル計、他。

製
造
品
目

クレーン用計器
シリーズ

ロガーシリーズ

気圧計シ'ノーズ

そ の 他

本社。工場横浜市中区弁天通り6丁目83番地
Tei (201 )0596(代）

大阪営業所大阪市西区靱本町4－80

第五奥内ビル8階805 Tel (541)6505蕊宇津木計器
－38－
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QE2の船客設備更新とCunardの新船 速水育三
一方で処分説が飛ぷかと思えば，就航後3年で，船零

の要望も取入れた改造を断行，或いはボイラーの致命的

事故で大西洋_'二に漂泊，船窓全員を救援船MSSEA
VERTUREに移乗させる等,SSQUEENELIZABETH

2をめぐる派手な風評は絶えない。

昨年9月の本誌で，どのように船窓設備の一部が更新

されたか其大要を伝えたが，記蕊を補足する写真は漸く

本年1月, Cunard社のカメラに収められた。中でも機
上から特別察のブロックだけを大写しで捉えた写爽は私

の願望にぴったりのアングルであったことを禅びたい

が，船内写真には期待を裏切られた思いである。それに

料理宗，プールのグリル， カジノ群も含まれていない，
不本意なものではあるが紹介することとした。
改造の核心はSignal,SportsのiI1j[11板に新設の特別窪

10組で，届察，糎裳(双方に浴察がある)，椅､f･とテーブ
ルを配したスクリーン付のバルコニーに分かれている。

白眉のQueenAnneとTrafalgar l,l,j特別察はI塒ドを屏
宗，階|を糎籠にわけ， ’41壊内の|群段によりｼII-降できる
仕掛けで，他船内には見られない拭みである。
Anneは1811t紀英Anne女王時代の様式を象り，

Trafalgarは↑.1211*の英雄艦VICTORYにあったLord

Nelsonの鵬篭を忠‘ノミに阿呪し, LadyHamiltonの汕絵

椣作まで掲げている司

他の特別雫は或いは陞統を追い，或いは現代風に仕lt

げられている。

本船'二は, Grill,Columbja,Britanniaの3食,iltがあ

り，巡遊で御｣の場合には，必ずしもワン・シッティン

グ制で賄えない不i淵が船'fW!llから指描された｡COlumbia
とBritanniaのl ':f收ぴツーリス|､食';itを拡充し,Grill
はQueen'sGrillと窟づけてBoa[ [leckに移し、スペー
スを僻大してIIX"存激を19{端まで贈血した。 ' | 1央にmar－
bleの唯ﾙとを‘没Iﾅ，織少の特別料･企を徹して，特別宗，

特'唯宗の船'存にのみ利川させる好みの糾即をIi曽父でき

るようにしてある。

独虻の機能をもた-せた3料・蠅窄の冷凍，冷蔵能力を一

躍101許に9|上げ，-11＄に殺到す-る1&700名までの船客に
万全のサーヴィスを供する態勢《とした。

旧Grillにbar, 1癖のショ ．ソプはDoubleRoom階上
をつぶして移設されたShoppingArcadeの一部に加え
られ,Arcadeの跡に1 '聯の船誰1()生が辿加された。や
や鮮|ﾘ｣を欠く嫌いはあるが， 1 ： 48のレイアウト ．う．ラ
ンを参照されたい。

次に, 197541木の>造エを1-1ざすCunardの新造客船
MSCUNARDCOUNTESS とMSCUNARD
CONQUESTの'lliFIを,氾しておく侭

全長 543'9〃

'l'hl 74'10〃

総トン数16,700tons

主機 7cylS50HUﾉ '!B&､〃! | !連デf－ゼル

川ノJ 21,00()bhp

航途 2()'/2knoIs

船群定興748街

船宗数 382 特呼宗2(う

rrl_Lｺﾅ引ｰ｣ざ(2人龍)217, インサイド(2人顎) 123
_－

アウトサイド（1人察) 16

公籠疋幽食噛 5()0門

ラウンジ 5()0門

刺j坊 20()窩

似4蝋圭 当25嵩
／活昌壗JJ雲
一ﾉ祁獲一i罠 125H

小ラウンジ 4()嵩

造船所AktieselskabetBul-meigle'-&VVainSSkibsbyg_

gerlCopenh舌唱en， I)enmark

艤装[jl: INMALaSpezia ltaly

内装!Mk! ;|ff Carl< ) Beri')1 I()' i. SIu(li()ABerloUi.

Milan(' ltalv
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一ス解説7月の
■■■■

一一 ‘可 編集部

依然低迷を続けている。

●運輸審議会は，大手私鉄14社の運賃値上げを

認める答申を行なった。普通運賃平均26.9％

通勤定期45.3％，通学定期26.2％， 20日から

実施される。私鉄運賃値上げは45年10月以来

3年10ヵ月ぶりである。

16日(火)○インド船舶公団はこのほど， 32隻， 150万重

量トンの船舶を新たに整備することを決定し

た。バルク・キャリア，一般貨物船， コンテ

ナ船などに主力がおかれ，新造船発注に限ら

ず， リセール船，中古船の購入なども行な

う。新造船は主に外国造船所に発注される模

様で， 79年3月31日までに全部引渡しを受け

たいとしてし､る。この計画全体で約1億5,900

万ドルが投資される見込みである。

17日(水)●生糸市況の低迷から養蚕農家や製糸メーカー

を守るため，政府は生糸の輸入制限に踏み切

ることを決めた。いったん自由化した商品の

輸入を制限するのは，戦後はじめてである。

20日(土)○日本海事科学振興財団（笹川良一会長）は，

青少年はじめ一般の人の海事思想を普及する

目的で建設を進めてきた「船の科学館」がこ

のほど完成，海の記念日のこの日に一般公開

された。なお，同財団では一般公開に先立ち

関係官庁，関係団体など関係者を呼び， 18日

に開館および披露パーティーが行なわれた。

24日(水)○日米海運会談は9月19, 20日の両日，東京で

開かれることに決定した。同会談は5月末に

予定されていたが, FMCのペントレー長官

の事情などで延期されていた。今回の会議で

は太平洋航路の船腹過剰問題や，盟外船問題

などが話合われる模様である。

30日(火)○南洋材輸送協定が集計6月のラワン材積取り

実績は，合計で227隻， 1,312,687立方メート

ルとなり，前月に比べて10隻， 57,491立方メ

ートル減少した。南洋材の6月中の輸入量

は， 215万立方メートル程度が見込まれおり．

協定の積取比率はこの約60％，残りの40％，

約84万立方メートルは盟外船によって輸送さ

れた。

○海運造船問題

②一般政治経済問題

1日（月）○日中両国は7月8日から，海運協定締結のた

めの政府間交渉を東京で開始する。同協定は

47年9月の日中国交正常化による共同声明

で，航空，貿易，漁業とともに政府間実務四

協定の一つとして， その実現がうたわれてい

たもの。

2日(火)●通産省が発表した6月の輸出認証統計による

と，輸出認証額は51億5，492万ドルで，前年

同月比66.4％増，前月比2．1％増で，金額，

前年比伸び率とも過去最高を記録した。品目

別にみると，金属製品が前年統計比30％増，

化学製品が129％増， 自動車が18％増，船舶
が36.1％増となっており，鉄鋼， 自動車，船

舶の3品目の占める増加寄与率は40％と，引
続き大きな地位を占めている。

3日(水)●石油開発公団の調査によると，サウジアラビ
アの5月の原油生産量は日産900万バレルを

越え，ついに米国を追い抜し､た。内訳はアラ
ムコが日産873万7千バレル，中立地帯のケ

ティ ・オイル， アラビア石油分が日産26万6

千バレルで，一方，米国の生産量は日産898

万5千バレルに落ち込んでいる。

4日(木)○運輸省船舶局は73年における世界の舶用蒸気
タービンのメーカー別生産実績をまとめた。

それによると73年は全世界で135台， 481万

7,200馬力を生産,これまでの最高の生産実績

を上げた72年（136台，約461万馬力）を馬力

数で上回った。

7日（日）●第'0回参議院通常選挙は投票時間を1時間延
長して行なわれ，投票率はこれまでの最高の

73.23％を記録した。

,1日(木)○運輸省海運局が6月中に許可した海外売船実
績は4隻，計1万1,120重量トンであった。

いずれも内航船主のもので，外航2船団関係

は全日本海員組合の全面売船規制により，前

月に続き1隻も計上されていない。

○日本船舶輸出組合はこのほど6月の輸出船契

約実績を集計した。それによると，計20隻，

22万9,730総トン，金額で45，932百万円で，

－51 －
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昭和49年 海運白書の紹介

第2位を占めている。

（3） わが国外航船舶の建造量

昭和46年度までは増加傾向を続けてきたが， 円切上

げ，船員費等の諸経費の上昇による邦船の国際競争力の

低下によって47年度から減少に転じたことが注目され，

48年度の建造垂は，計画造船が209万総トン（前年比38

％減） となり， 自己資金船は133万総トン（前年比16彩

減）であった。

このうち油槽船は，計画造船が隻数比で52％， トン数

比で80％を占め， 自己資金船でもトン数比で80％を占め

ている。

一方， これまで， 自己資金船の大半を占めてきた一般

貨物船は， 日本船の国際競争力の低下を反映して特に最

近は減少が著しく，冷凍船， 自動車運搬船などの特殊船

を中心とした比較的,j､型の船舶のみ建造される傾向が見

られる。

（4） 輸送量と運賃収入

昭和48年Iこおけるわが国外航船（邦船）の輸送量は，

輸出入，三国間合計で3億1，920万トンであり，前年に

比べ21.0％増加した。これに伴なう運賃収入は7,135億

円（対前年24.7％増） となってし､る。

また，外国用船による輸送量は1億8，152万トンと前

年に比べ27.9％の伸びを示し， これIこ伴なう運賃収入は

3,947億円（対前年23．5％増） となっている。邦船およ

び外国用船の合計では輸送量は5億72万トン，運賃収入

は1兆1,082億円となっており，対前年伸び率はそれぞ

れ23.4％および24.3％となっている。

輸送傾向の特長としては， ここ近年外国用船による輸

送量が増加しており，年平均30％近くの伸び率を示して

いる。

（5）積取比率と海運国際収支

昭和48年における邦船の積取比率は輸出で26.6％，輸

入で43.7形，外国用船を含めた積取比率をみても，輸出

で42.7％，輸入で65.9％であり，輸出はここ数年減少を

続けている。これは主要輸出品である鉄鋼および自動車

の積取比率の低下によるところが大きし､。品目別に積取

比率をみると輸出では鉄鋼が21.7％（外国用船を含めて

42.6％)， 自動車が33.5％（同55．1％）であり， 輸入で

は原油52％（同70.6％)，鉄鋼石38.9％（同71.3％)，石

1 外航海運

（1）外航海運の役割

わが国は主要資源を海外に依存しており，海外から輸

入されるこれらの資源輸送は全て海運が受持っている。

これらの諸資源は効率よく加工され，再び世界各地に

輸出されて行くが，それらの大部分もまた，船舶によっ

て運ばれている。

このようにわが国経済は他の主要国よりも外航海運に

対する依存度は高く，その安定した輸送力なくしては経

済の安定成長もまた望み得ないことは明白である。 しか

も長距離輸送をすることから，輸入資源の価格に占める

海上運貨比率は高く，安定輸送の確保と輸送コストの低

減はぜひとも必要である。従って，わが国商船隊を整備

するにあたり，船舶の専用化，大型化等の合理化を強力

にすすめてきている。

（2）船腹量

昭和48年年央における世界の商船船腹量は， 5万9,606

隻， 2億8,993万総トンであり，わが国の船腹量は9,469

隻， 3,679万総トン（12.7％）でリベリアに次いで世界
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1,387億トンキロで輸送機関別のシェアでみると41．1％

（トンキロベース） と前年度の37.9％を上回ることとな

った。

品目別の輸送量は，石油製品が416億トンキロ（30.0

％)，鉄鋼288トンキロ（20.7％)，石炭135億トンキロ

（9．7％)，セメント214億トンキロ(15.4％)，石灰石106

億トンキロ（7.6％)，砂利・砂・石材24億トンキロ(1.7

％）である。

②船腹量

昭和48年度末の内航船腹量は， 1万5,452隻570万総ト

ンで， そのうち1万2,252隻， 235万総トン（41.2％）

が貨物船となっている。

従来より内航船については，海運造船合理化審議会に

おける適正船腹量を指針として建造に当っているが，昭

和45年秋以降の景気後退の影響をうけて，輸送需要量が

低調となったため，業界の共同負担による老朽船の共同

解散を実施するとともに例外を除き建造停止措置がとら

れてきた。その後47年度後半から48年度前半にかけて輸

送需要の伸びが顕著となったため， 48年7月には貨物船

の建造を再開した。 しかしながら，石油問題の発生によ

り燃料油確保面および輸送需要面に先行き不安が生じた

ため，再び貨物船，油送船の建造抑制策がとられること
となった。

（2） カーフェリー

①旅客航路事業の概況

旅客航路事業は，昭和49年4月1日現在， 1，635航路

が970事業者によって経営されており，その就航船舶は

3,023隻， 90万総トンとなっている。

このうち， カーフェリーによる旅客定期航路事業は，

154事業者， 221航路，就航フェリー474隻， 66万総トン

であり，貨物フェリー11事業者， 232航路， 490隻， 66万

8,000総トンとなっている。

②輸送量

昭和48年度，旅客輸送については， 1億7,200万人，

68億人キロとなり前年度に比較し，人数では8．5％の減

少，人キロでは'0％の増加となった。人キロの伸びが著

るしいのは，長距離フェリー航路の拡充によるところが

大きい。

次に自動車輸送については， 2,122万台， 13億9,900万

台キロであり，それぞれ， 9．4％， 30増であった。

炭38.6％（同63.0％)，木材572％（同74.7％） となっ

てし､る。

48年の海運国際収支は受取30億4,460万ドル，支払44

億3,740万ドルで差引13億9,280万ドルの赤字と前年を大

きく上回る赤字を記録した。

これは海運市況の高朧に伴い，三国間運賃収入の伸び

を中心に受取も大幅に増えたにもかかわらず，それをさ

らに大きく上回って外国用船に支払う用船料，外国船に

対する輸入貨物の運賃支払が増加したことによるもので

ある。

（6） 外国海運と石油危機

昭和48年10月にOAPEC諸国のとった石油供給肖ﾘ減

措置はわが国海運にも深刻な影響を及ぼした。

燃料油の価格は急激に上昇し， 48年'0月まではロング
トン当り20数ドルであった燃料油の価格が49年2～3月
には80ドルを上回る情勢となった。

現在，量的な需給バランスは一応回復しているが， こ
のような価格の高騰は海運企業の経営に対する大きな圧
迫要因となっている。

わが国海運業は1カ月当り約200万kJ (年間約2,400万
kJ)の燃料油を消費し，燃料油の量的確保とその価格の
安定が最も緊急な問題であるが，わが国は資源多消費型
の産業構造から，省資源的な産業織造へと転換を図りっ
っあり， このような産業構造の変化に対応した新しい体
制と経営のあり方を検討する必要がある。
（7）今後の外航海運対策における問題点
わが国外航海運は，円切り上げと経費の上昇により著
，しく国際競争力を失った。人件費がコストに占める比率
が高い中・'｣型船では，外国船に対抗するのは難しく，
これまで日本船が優位に立っていた大型タンカーでさえ
も人件費の上昇で競争力が失われ始めている。このため

低コストの外国用船や「仕組み船」 「チャーターバック

船」が増加している。こうした傾向は，安定輸送の確
保，船員の雇用安定などの点で問題があり，今後とも日
本商船隊の中核として日本船を確保していく必要があ
る。

’

’

’

2 内航海運

（1） 内航貨物船

①輸送量

昭和48年度の内航貨物輸送量は， 3億2,200万トン，

－53．－
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新造船紹介 （新造船写真集参照）

G.E.Kウインチ（電磁海流計) 1=

漁携設備

船尾ﾄ‘ロール漁業 ’菫

まぐろ延縄漁業 ’衰

まぐろ捕狸機 ’這

交通艇蛮.RP製長さ6m28PS 1=

漁倉，急速冷凍室および低温資料庫

漁倉 -45･C 70m2 1=

冷凍室 -50･C 14m2 璽奉

準備室 -20｡C 8m2 1=-

低温擬料庫 -25cC lmg l=

<BRITISHTRIDENT>

三菱重エ業。長'崎造船で建造されたイギリスのA垂一

leaselnternationalNomineesLimited.) 向け詮槽選

"BRITISHTRIDENT'' (270,985DWT)は同詮篭藷
261型シリーズ欧州船主向け第3船目である。

本船の特長は次のとおりである。

（1）荷役作業の効率化を計るため，貨油タンク部は菫凝
油管を廃止し代りに隔壁パルプを設け，更にパテ雲
トタンクを廃止した完全フリーフローシステムを蕪
用している。更にまたオートストリッピンク．シ寒毒
ムを採用して，淡油作業の短縮と自動化を計って、、
る。

(2) タンク洗浄を容易にするため，すべての貨独タンー

に固定式タンククリーニングマシンを装備してし、

る。更にまた， タンク洗浄後の油水分離の向上逢齢
るため， 3個のスロップタンクを設けて3冷セ夢＄
リングを施し，海洋汚染防止に対処している。

(3)機関部品および粗食積込み用としての従来のモ〆3．
－ルに代るものとして，大型ガントリークレ一戦．

(12t)を設け，糧食コンテナ積込みを可能とし造
いる。

(4)居住区は防火構造と，また居住区前面外壁には，－

オータカーテン装置を施すなど，防火消火に綿ご蕊
意している。

(5)機関部はロイド船級協会最高級の自動化(UMSj

を適用し,またこれに適した当社開発の総合監鍵熱
置（三菱監視警報装置MUS-3000)を輸出船ご《
て本船に採用している。

＜敬 天 丸＞

内海造船・田熊工場で建造された鹿児島大学向け漁業

練習鉛“敬天丸”（854.55GT)は，同大学水産学部の

練習船で主として水産専攻科（遠津漁業科，特設専攻
科）の学生を対象として，航海学，運用学，漁業学，海

洋学，気象学について学習し， トロール漁業，まぐろ延
縄漁業，釣漁業の実習を行なうほか，学術研究船とし

て，海洋観測，調査，研究を行なうことを目的とし，パ

ナマ，スエズ両運河を含む遠洋国際航海に従事する第3
種漁船である。船名は旧敬天丸(300.07t)を襲名した
ものである｡、

本船の特長は次のとおりである。

（'）漁業操業および海洋観測時必要な漂泊あるいは，超
微速運転を可能ならしめるため，可変ピッチプロペ

ラ，バウスラスターを備え，操縦性能の向上を計っ

てし､る。

（2）研究実習作業を容易にするため，船体運動と凌波性

に留意し，また研究実習者が長期航海でも十分な研

究成果を挙げるよう，騒音防止，防振対策を識じて

し､るほか，全船冷暖房を実施し，快適な船内生活が

過せるよう配慮されている。

（3）漁業練習船としての機能を発揮するため，斯新な航

海計器，精密な観測機器を装備し，幅広い教育実習

が行なわれるようになっている。

（4）本船の研究対象を漁場の精密調査にしぼり，生物資

源の開発，海洋環境の調査，未矛咽資源の利用開発

に関する研究に重点を置き， しかも将来の研究対象

の多様化に対処できるよう，研究室を設けている。

研究設備

第一研究室ドライ研究室とし， ミニコンピュータを設

置し，航海関係および研究関係の計算なら

びに情報処理を行なう。

第二研究室ウェット研究室を主として飼育水槽室とし

て使用する。

観測ウインチ 5,000m 1台

〃 3,000m 1台

〃 1,500m 2台

S.TDウインチ（環境測定装置および採水用マルテイ

ーサンプラー） 1台
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－船の科学一

(1)原油生焚装置の採用：通常の重油燃焼装置の外に，

貨油タンクの原油を主機燃料油として使用可

(2) 油水分離装置の採用：海洋汚染防止の見地よりタン

ククリーニング後の汚れを，水と油に分離する装置

を有している

(3) イナートガスシステムの採用

(4) ジェットストリッピンク． (JSS)装置の採用

(5)外部電源防蝕の採用

(6)吹抜け型居住区の採用

(7) 高自動化実施：機関部ブリッジコントロールおよび

貨油バルプリモコン実施

(8)保守の容易化，貨油タンクおよびパラストタンク特

塗，大径パルプ特塗，甲板機械全閉型，機器パルプﾞ

鋳銅または青銅

(9)居住区と機関室の分離

<BROCKMAN>

三井造船・玉野造船で建造されたリベリアのマーチヤ

ント ．アンド．マイナーズ． トランスポート社(Mer-

chants&MinersTransportlnc.）向け重量トン型鉱石

運搬船"BROCKMAN'' (116,342DWT)は, 110型の

同社標準鉱石運搬船で引渡し後は， 日本と豪州およびア

フリカ間に就航する。

本船の特長は次のとおりである。

(1) 貨物鯰は，およそ同容積の4区分とし，それぞれに

2個の片開きサイドローリンク．型イトマチック式艦

口蓋を配置している。

(2)機関部制御室は，機関室に設け，操縦デスク，警報

監視盤，データロガー等運転に必要な諸計器を配置

して，遠隔操作および遠隔監視が行なえるよう設計

されている。

(3)発電装置としては, 560kWのディーゼル発電機2基

と110kWのターボ発電機1基を装置している。

(4)航海中の発電にはターボ発電機1基を使用し，出入

港時および荷役時にはさらにディーゼル発電機1基

との並列運転で電力供給する。なお，運転中の発電

機に異常または負荷の増加が生じた場合には，予備

発電機が自動的に始動し， 自動同期投入， 自動負荷

分担を行なうよう計画されている。

(5)生活汚水処理装置を設置して，海水汚染を防止して

いる。

(6)喫煙室，体育室を設けて，居住環境の改善を図って

いる。

’

<TEXACOAFRICA>

三井造船・千葉造船所で建造されたパナマのテキサコ

社(TexacoPanama lnc.)向け油槽船G@TEXACO

AFRICA'' (270,261DWT)は， 同社がテキサコ社に

引渡す6隻目の油槽船で，同社にとっては日本で建造す

る初の超大型油槽船で，本船は，当社27万t型標準ター

ビンタンカーの第3番船で，引渡し後は，ペルシャ湾～

ヨーロッパ間の原油輸送に就航する。

本船の特長は次のとおりである。

(1) 主機タービン，ボイラ，発電装置，給水ポンプおよ

びその補機に対して，蒸気う°ラントとして調和のと

れた自動制御，遠隔制御，遠隔監視装置を設け， ロ

イド協会の@4UMS"資格を取得するのに十分な配

慮がなれさている。

(2) 主機タービンは船橋操舵室からも遠隔操作を可能と
し， また，主機タービンおよび蒸気プラントはあら
かじめ決められたプロク・ラムによってコントロール

される。 ．

(3)機関室無人運転中にいずれかの機器に異常が発生し
た場合でも蒸気プラントは安全方向へ自動的に作動
されるように設計されており，かつ，居住区への警
報により機関士が事故発生から機関室へ到着するま
での時間内（約5分間）は非常処理が自動的になさ

れる。

(4) 主ボイラは米国フォスターウイラー社との技術提携
により， 当社が開発設計した三井FMr"MSD''型
重油専焼ボイラ2基を搭載してし､る。

（5）荷油弁はすべて油圧による遠隔操作とし，荷役作業
の合理化を図っている｡．

（6）汚水，排水処理のためにシーウェージ・プラントを
装備し，海洋汚染防止を計っている。

（7） 貨油タンクには固定式タンククリーニングマシンを
装備し，貨油タンク洗浄の能率化を図っている。

（8） ボイラ排ガスを利用したイナートガス装置を設け安
全性の向上を図っている。

<GRANDALLIANCE>

三菱重工業・長崎造船所で建造されたリベリアのグラ

ンド・ベッサ・タンカーズ社(GrandBassaTankers,

Inc.)向け油槽船[<GRANDALIANCE" (246,018DW

T)は同社開発の261型経済船型で引渡し後はペルシャ
ーョーロッパ～日本に就航する。

本船の特長は次のとおりである。
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宇 連絡船“讃岐丸”について
自一
I可

日立造船株式会社

内海造船株式会社

(c)積載能力を向上し速力を上げて，運航回数の増加を

計ること。

@）快適な旅客設備をもつこと。

(e)救命設備，消防設備を完備すること。

(f)海洋汚染防止のため，汚物，汚水処理装置を備える

こと。

(g)頻繁な雛着岸に対して，十分耐え得ること。

(h)普通この種の船舶に備えなければならなし､もの，お

よび管海官庁より要求されるものは勿論， さらに，

それ以上のものを備えつけること。

(i) 自動制御，遠隔制御，集中監視などの採用により運

航の安全を計ること。

上記諸条件を満足するために採用されたものは，次の

通りである。

(a)隣接する2区画のし､かなる部分に浸水しても，十分

な復原力を有するように水密防壁を配置する。

(lj損傷時の復原性を向上させるため，空所内に，予備
浮力として軽量物質を充てんする。

(c)車両甲板船首部には水密扉を設備し，車両甲板の放

水口には水密戸装置を設備するなどによって，海水

流入角を増大させると共に，復原性の向上を計る。

紅） 2個の推進器には可変ピッチプロペラを採用し，頻
繁な離着岸作業を安全かつ迅速に行なえるようにす

る。

(e)港内操船が容易かつ速やかに行なえるようにバウス

ラスターを設ける。

(f)近代的な調和のとれた優美な外観を有し，客室はす

べて空気調節を行ない， ク暴リーン席はリクライニン

ク・シートとする。さらに遊歩甲板上には周囲ガラス

張りの展望室を設ける。

(g)旅客に対して不快な感じを与えないよう，振動およ

び騒音の防止につし､ては特別な考慮をはらう。

(h)救命設備は，ポートおよび膨張式救命浮器を完備し

膨張式滑り台により迅速に脱出できるようにする。

(i)船内で発生する汚物，汚水の処理として，車両甲板

下に糞尿処理装置を設置する。

(j)消防設備としては，防火区画を設定し，火災答報装

1 まえがき

本船は日本国有鉄道のご注文により，旅客2,350名お

よび鉄道車両27両を積載して，宇野←→高松問を60分以

内で連絡する鉄道連絡船である。本船の設計は， 日立造
船㈱，建造は内海造船㈱瀬戸田工場で行ない，昭和48年
10月4日起工，昭和49年3月23日進水，同年6月28日竣
工し現在すでに同航路に就航中である。 （7月20日より
就航）

本船は同航路に就航している伊予丸，土佐丸および阿

波丸と同型の4番船である。従来， この航路の客載車両

渡船としては，伊予丸型3隻と，別型の旧讃岐丸の計4

隻があったが， この度建造された讃岐丸の就航により，

客載車両渡船はこれら同型4隻で運航されることになり

運航スケジュールが改善されることになった。

なお， 旧讃岐丸は第一讃岐丸という名称に変更され，

今後は，客輸送を行なわない車両渡船として使用される
ことになった。

本船は，基本的には伊予丸型であるが，伊予丸の就航

実績，および時代の進歩を反映して，種々の改善がほど

こされている。 （写真頁34,35頁参照）

2船体部

2． 1 一般計画

宇野～高松間航路の特殊性として挙げられるものは

(a) 島，浅瀬が多し､ため，水路が狭隣である。
(b)潮流が早い。

(c)多数の大'｣､船舶が航行する備讃瀬戸を横断しなけれ

ばならない。

@）濃霧の発生頻度が極めて多い。

などがある。

したがって国鉄当局の設計主眼点も安全性を第一とし

て次のごとく決定された。

(a)座礁，衝突などの海難が発生した場合においても十

分な安全性を確保すること。

(b)狭い水域を航行するので，操縦性能が特に良好であ

ること。
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－船の科学一

置，撒水装置を設ける。

(k)車両甲板には，軌道3線を設け，合計27両の車両を

搭載できるものとし，車両積み卸し時の船体傾斜を

調節する。 ヒーリング装置を装備する。

(I)主機械は, 1,340馬力ディーゼル機関4基，発電機

は800kVA2台とする。

操舵室から必要機器の遠隔制御，統括制御室にお

いて主機械，発電機などの遠隔監視および操作が行

車両甲板下は， 12個の横置水密隔壁と2枚の縦置水密

隔壁により区分し，前部より船首タンク，パウスラスタ

ー室およびポンプユニット室，第1，第2および第3船

員居住区，第1補機室，発電機室，第2補機室および統

括制御室，主機室，減速機室，第3補機室，売店従業員

室，倉庫，糞尿処理装置室，操舵機室を配置し，機関室

の舷側は二重船殻として， ヒーリングおよびボイドスペ

ースを配置している。

車両甲板には3列の軌道を設け，舷側部には錨鎖庫，

船員の諸室，倉庫および階段を配置している。

客室甲板には，全幅に広がった客室を設け，前部にクﾞ

リーン客室中央部および後部に普通客室を配し，手洗所

案内所，売店などを設けている。

遊歩甲板中央部には，周囲ガラスの展望室を設け，内

部はｸ'リーン客用および普通客用に区切り，普通展望室

側には， ピュッヘを設けている。この展望室は，今まで

の姉妹船3隻に比べて，デラックスなものとして，ゆっ

たりと瀬戸内海の景観を楽しめるよう，配慮されてい

る。同甲板前部には， 甲板部士官室，電気機器室，電池

室，便所などを配置している。

一方，航海船橋甲板には船側まで広がった操舵室を配

置している。

2．4船殼構造

本船の船殻構造は，鋼船構造規程に準拠し， さらに，

日本海事協会の鋼船規則を参考にして設計された。ま

た，客室甲板には，エコンハットプレートを採用するな

どにより，重量軽減を行なっている。

構造方式は，車両甲板を縦通式梁とし，他はすべて横
肋骨式として中甲板を強力甲板とする。構造様式を採用
している。

車両甲板の各レール下部の補強は，国鉄の計算方式に

従って行なったが，特に2番線に対しては蒸気機関車の

搭載も行なえるように補強した。

本船は客船であるため，旅客に対して不快な感じを与
えないよう，振動防止には特に考慮を払って計画した。

防舷材は，本船の着岸が常に左舷舷側および船首尾部

全周に設け，船首部前端は木製とし，接岸時に最も衝撃
の激しい部分は，緩衝ゴムを内蔵した鋼製防舷材を使用

し，舷側と船尾部は鋼板製とした。

2．5車両搭載設備

軌条配置は船首部は3線の放射状，それより後部は平

行配線とし， この取り付けは， 日本国有鉄道法規を適用

し車両甲板上のすべての構造物，蟻装品などの取り付け

位置は，車両渡船， 甲板上縮,｣建築規定により決められ

た。

なえるようにする。

2.2主要目

全長（防舷材は含主ず）

長さ（垂線間）

幅（型）

深さ（型）

就航喫水（型）

総トン数

純トン数

航行区域

載貨重量

車両搭載数

航海速力

旅客定員

ダﾘｰﾝ客室{篦子博
ク'リーン展望室椅子席

｜前部{諏
醤通客室|後部{灘
｜展望室{灘

遊歩甲板外回り立席

88．91m

84．00m

15.80m

5.45m

3．75m

3,087.73t

1,619.82t

平水

1,079.20t

(ワム型） 27両

15．25kn

’

名
名
名
名
名
名
名
名
名
名
名

０
０
４
６
５
４
０
１
８
２
０

０
０
３
９
８
０
３
８
０
１
５

２
１
２
２
３
２
２
６
３

タ
２合計

乗組員

士官

部員

その他

名
名
名
名

４
０
２
６

１
２
２
５合計

一般配置

〕一般配置

2.3

本船の一般配置は，在来の宇高連絡船と同様に，船首

に車両積込みロを持つ，特殊な構造配置を行なってい

る。上部よりコンパス甲板，航海甲板，遊歩甲板，客室

甲板中甲板，車両甲板および第2甲板を有し，船首は曲

斜型，船尾は車両甲板面積を広くとった，独特の形状を

なしている。
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夏軌条の有効長および車両搭載数は次の通りである。

1番船 82.13m lO両

2番船 57.76m 7両

10台

よび救命網梯子は操舵室からの

下， あるいはフ・ロック別の投下

救命用網梯子

救命浮器，滑り台，お

遠隔操作により，一斉投

が行なえ，かつ自然浮揚もできる設備としている。

2．8消防設備

防火構造として客室内を2個の第1級防火隔壁により

3区画に仕切るとともに，居住区内部の天井，壁，床お

よび家具調度類は，不燃性または難燃材料を使用した。

階段はすべて鋼製とし，防火のために十分な考慮を払っ

ている。さらに，船内各所に手動報知器付の自動火災警

報装置を備え，消火設備の完備とともに万全を期してい

る。

車両格納所に対しては，撒水装置を設け，操舵室に警

報および作動表示を行なってし､る。

2．9糞尿処理装置

汚物または，汚水を船内において分解処理できる燃焼

式糞尿処理装置3台を設けている。

燃焼式処理装置は，船内各便所より導入した排泄物

を，固型物と液分に分離し，固形物は完全に燃して灰分

とし，液分は電気分解にて発生した水素，酸素，塩素ガ

スの泡により殺菌並びに浄化され，許容排出基準以下の

液体として，ポンプにより船外へ排出するようにしてい

る。また，乗組員用は通常輸送ポンプで燃焼式糞尿処理

装置に圧送されるが， このポンプを利用しジェット噴流

により粉砕排出も可能としている。

2． 10通風暖房装置

客室（展望室を除く)， 乗組員室および統括制御室に

は，パッケージ形エアコンディショナーを装備し，冬期

の外気－6．1℃に対し，室内温度23.5･C夏期の外気31･C

に対し室内温度26℃に保持できるよう計画した。また，

夏期において乗船口を開放した場合，室内温度の上昇を

防ぐ．ため，扉上部にエアーカーテン装置を装備してい

る。

洗面所，調整室，乾燥室，電池室，糞尿処理機械室，

ウインチ室，パウスラスター室，操舵機室などにはそれ

ぞれの室の大きさに応じた機械通風装置を設け， 自然換

気装置とともに，十分に通風が行なえるよう設備してい

る。

3番船 82.14m lO両

レールは30kg/mのものを使用し，可動橋接続部には

高マンガン鋳鋼製のものを採用している。

レールの取り付けは，車両甲板上に調整ライナーを溶

接し， これにレールを溶接する方法を採用している。

レールの後端（船尾部）には，油圧緩衝装置付手動連

結器を設け通常の車両緊締具を併用することにより，車

両を完全に固定できるよう設備している。

車両積卸し時の船体傾斜を調節するヒーリンク装置と

して，第1補機室および主機室の舷側にヒーリンク・タン

クを設け，第1補機室および第2補機室に設けた2台の

1,300ma/hの可逆式軸流ポンプにより，列車速度4km

/hで積卸する場合に船体傾斜が2度以内になるよう計

画した。この装置は操舷室においてすべて遠隔操作する

よう設備されている。

2．6旅客設備

客室内部の壁面および天井は， ポリエステル・プラス

チック化粧板張りとし，清潔で且つ明るい感じを与える

よう計画されている。

椅子は全部2人掛けとし，グリーン客室にはリクライ

ニング式を採用したが， これらは客車の仕様との釣合い

を考慮の上，客車と同程度のものを採用している。

本船は常に左舷着岸であるため，乗船ロは左舷側にの

み設け室内の乗船口付近は特に広くとり，さらに客席間

の通路幅も十分広いものとして，乗下船時の混雑を避け

るよう配慮している。さらに非常の場合にそなえて，各

客室の両舷に1個ずつの非常口を配置している。

客室には，要所にパッケージ形エアーコンディショナ

ーを装備し，快適な船旅を楽しめるよう配置している。

2．7救命設備

救命設備は，膨張型救命浮器を主として，次のとおり

装備されている。

膨張式救命浮器 63個

合板木製救助艇 1隻

自動膨張式滑り台(10m型) 6台

救命胴衣（チョッキ型）

大人用 2,115着

′｣､人用 235着

乗組員用 86着

救助艇用 7着

救命浮環 10個

救命焔自己点火式（電池式） 10個

3 機関部

3．1 一般計画‘

客載車両渡船の特殊性として，次の項目がある。
a)機関室の天井が比較的低い。

b)定時運航を確保しなければならない。

c)安全性を向上させる。

－58－



－船の科学一

これらを満足させるため国鉄としては下記の設計方針

を示された。

a)主機関を中速ディーゼル機関4基とし，主機関2基

に対し1基の減速装置を介し， 2軸系により2個の

推進器を駆動する。

b)減速装置にはクラッチを内蔵し，減機運転も可能と

する。

c)推進器としては，操縦性をよくするため可変ピッチ

プロペラを装備し，操舵室より翼角の遠隔操作を行

なう。

d)主機関および発電機関は機関室区画内に設けた統括

制御室のスイッチ操作によりプログラムにしたがい

順次起動する。万一起動失敗の場合は警報とランプ

により，原因表示する。

以上の中で本船と姉妹船3隻との相違点は

a)主機関の合計出力をアップし従来船の2機2軸方式

を4機2軸方式とし， 1機休止しても， 3残り機で

ほぼ定時運航が可能とした。 したがって，運航中で

も1台ずつ機関整備することができ，稼動率が向上
する。

b)主発電機用機関を主機と同じものを使用し，部品の

互換性および予備品，要具の共通性による合理化を

計った。

c)可変ピッチプロペラには主機関の過負荷を防止する

ために，翼角制御装置が設けられた。

などである。

3．2主要目

主機関 ダイハツ6DSM-26型

立形4サイクルディーゼル機関

1,340PS×750rpm(連続最大) 4基

減速装置夕'イハツ RCD-17型

湿式油圧多板クラッチ付

シングルヘリカル歯車2段減速

入力2～1,340PS×750rpm/

出力2,600PS×251rpm 2基

プロペラ川崎エッシャウイス式4翼可変ピッチプロ

ペラ B-760 D/SF-250

直径2,500mm

ピッチ（基準) 2,250mm 2基

主発電機

原動機 ダイハツ6DS-26型

立形4サイクルディーゼル機関

960PS×720rpm 2基

発電機 富士電機横防滴保護自励式

800kVAAC445V 3160Hz 2基

主軸駆動発電機

富士電機横防滴保護自励式

353kVAAC445V 3.60Hz l基

主機 清水冷却ポンプ（主機直結）

40ma/h×18m 4台

主機 L.D.ポンプ（主機直結）

17.7m3/h×50m 4台

主機 F.O.供給ポンプ（主機直結）
0.615m8/h×30m 4台

主海水冷却ポンプ 120m3/h×20m 3台

主機始動用L.O･ポンプ 5m8/h×40m 4台
主機F.O.ブースタポンプ 3.5m3/h×35m l台

減速装置L､O.ポンプ（減速装置直結）
10.8m3/h×180m l台

減速装置予備L.O.ポンプ 10m3/h×180m 2台
CPP変節油ポンプ 6.3ms/h×300m 4台
主発電機清水冷却ポンプ（主発電機直結）

40m3/h×17m 2台

主発電機海水冷却ポンプ（主発電機直結）
40m8/h×17m 2台

主発電機L､O・ポンプ（主発電機直結）
17ma/h×50m 2台

主発電機F.O.供給ポンプ（主発電機直結）
0.59m3/h×30m 2台

主発電機始動用L.O・ポンプ 5m3/h×40m 2台
主発電機F.O.プースタポンプ

1.5m8/h×35m l台

F.O.移送ポンプ 5m8/h×35m 2台
ディーゼル油移送ポンプ 5ma/h×35m l台
タービン油移送ポンプ 5ma/h×35m l台
F.O.漏油移送ポンプ 1ma/h×20m 2台
L.O.漏油移送ポンプ 1m8/h×20m 2台

180/90m3/h×35/70m l台
No. 1消防ピルジポンプ180/90m8/h×35/70ml台

No.2消防ピルジポンプ（原動機串形配置）

同上用原動機（ヤンマ－3ESLディーゼル機関）
約48PS 1台

ピルジポンプ 5ms/h×20m 7台

ピルジ移送ポンプ 2m8/h×20m l台
清水ポンプ 8m8/h×35m 2台

温水循環ポンプ 4m8/h×8m 2台
空調用清水ポンプ 130m8/h×30m 2台

サニタリー兼空調用海水ポンプ85m8/h×35m 3台
ヒーリンク･ポンプ 1,300m8/h×7m 2台

始動用空気圧縮機 F､A.25m8/h×25kg/cmF 2
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－船の科学一

338rpm,推力約4.1T

パウスラスター用変節油ポンプ 1ma/h×250m l

パウスラスター室給排気通風機

40m3/min×35nmAq l

糞尿処理装置 焼却式2,200J/d 3

粉砕式 貯蔵容量約200Z 1

ピストンホ・一ン（電動式) 2.21KW 1

エアホーン

機関部スペースの主なタンク容量は次のとおり

主機用清水エキスパンションタンク 0.25m8/1

発電機用エキスパンションタンク 0.15ma/1
F.O.常用タンク 2m3×2

主機用L.O.溜タンク 6.5m8×2

CPP変節油ドレンタンク 2m8×2

CPP変節油予備タンク 1ma×1

CPP変節油重力タンク 0.2m3×2

No.7ディーゼル油新油タンク 18m8x1

No､8タービン油新油タンク 11m8×1

L.O.廃油タンク 17m8×1

ピルジ集合タンク 8m3×1

ピルジ廃油タンク 13m8×1
No.4F.O.タンク 28m8×2

No.6F.O.タンク 38m8x2

No.5清水タンク 31m8X2

3．3遠隔監視，操作装置

本船は国鉄技術陣の多年の研究と豊富な経験にもとづ

いて立案された自動化であるため，特筆すべきことは多

多あるが，紙面の都合上，本船の頭脳ともいうべき総括

制御室と操舵室の概略について述べる。

①総括制御室に配置される主なものは次のとおりであ

る。

(aj推進機関および発電機操作盤

制御用空気圧縮機 F.A.48m3/h×9kg/c㎡ 2

非常用空気圧縮機 F.A.4.5m8/h×25kg/c㎡ 1

始動用空気だめ 1,000ﾉ×25kg×c㎡ 2

機関制御用空気だめ 750J×9kg/crf l

甲板制御用空気だめ 750/×9kg/c㎡ 1

No.2消防ピルジポンプ用空気だめ

45I×25kg/c㎡ 1

主機室給気通風機 350m8/min×40mmAq l

主機室給排気通風機 350m3/min×40mmAq l

減速機室給気通風機 100m3/min×40mmAq l

減速機室給排気通風機 100m3/min×40mAq l

発電機室給気通風機 350ma/min×40mmAq l

発電機室給排気通風機- 350ma/min×40mmAq l

第1補機室給排気通風機100ma/min×40mmAq l

第3補機室給排気通風機100ms/min×40mmAq l

制御室兼第二補機室袷気通風機

100ma/min×40mmAq l

制御室兼第二補機室給排気通風機

100ms/min×40mnAq l

総括制御室ユニットクーラ

（冷) 15,000kcal/h, (暖) 17,200kcal/h l

ディーゼル油清浄機 3,600J/h l

ピルジ処理装置 2ma/h l

制御空気除湿装置 50m3/h l

主機室MGプリベンタ 300m8/h l

発電機室MGプリベンタ 300m8/h l

主機清水クーラ C.S. 40m2 2

主機L.O.クーラ C、S. 12.1m2 4

減速装置L.O．クーラ C.S. 1.5m2 2

CPP変節油L.O､クーラ C、S. 15m2 2

主発電機関用F､W.クーラ C、S. 15m2 2

主発電機関用L.O.クーラ C.S. 12.1m2 2

ディーゼル油清浄機L.O.ヒータ （電気式）

36kW 1

温水器 54kW 1

ウインドラス（電動油圧式) 10t×15m/min 2

船首オートテンションムアリングウインチ

（電動油圧式) 6t×20m/min 2

船尾オートテンションムアリンク・ウインチ

（電動油圧式) 5t×20m/min l

操舵機（電動油圧式， ’装置2枚舵板）

5.5T-M×2 1

擬舵機室給排気通風機 1

パウスラスター三菱KAMEWA SP300/AS型

4翼可変ピッチ式直径1,300mm

’ ’装備指示器 操作器

推進機関 操縦スイッチ

ガバナー操作ハンドル

速力指示計

舵角指示計
始動空気圧力計
CPP翼角指示

軸馬力計

主軸回転計

主機回転計

過給機回転計

負荷指示計

エンジンテレクﾞ

各種操作表示灯

計
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－船の科学一

主発電機 操縦スイッチ

ガバナー操縦スイッチ

同期検定器

時計

ヒーリンク遠隔制御装置

喫水計

タンク容量計

車両信号灯操作盤
傾斜計

共電式電話器
時計

ウインドラスおよびウインチ遠隔

制御装置

船首扉開閉装置
速力計

舵角指示計

CPP翼角指示計

パウスラスター推力方向指示灯
風向計

風速計

傾斜計

時計

救命装置投下装置

警報表示盤

航海表示盤

作動確認盤

操舵機運転表示灯

グループスイッチ

VHF無線電話装置 3台

各種電話装置

放送装置遠隔制御装置

ワイヤレスマイク受信器

電圧計

司期検定

胃波数計

過給機区

客種操作

ヒーリング制御盤
計

転計

表示灯

軸発電機 弓ノJ両l

電圧計

司波数言

係船機械制御盤

(b)監視盤

エンジンモニタ：アラームコントロールユニットによる

全点連続監視（ゼロスキャンシステム）

主機圧力，温度 24点

減速機圧力，温度 32点

プロペラ（変節油）温度6点
計86点

｜
発電機圧力，温度 8点

軸系軸受温度 6点

その他 ’0点

単独警報：

調書…“
圧力

液面

その他

(c)温度，圧力記録計盤

電子自動平衡自記記録計

主機排気ガス温度 12点×2

主発電機排気ガス温度 ’2点×’

主機クランクケースガス圧 4点×’

主発電機クランクケースガス圧 2点×’

(d)その他

主配電盤

集合管制器盤

リレーテストパネル

機関部指令装置 ’ ‘

火災警報装置

②操舵室に装備されるものは次のとおり。

操舵室計器盤

非常操作警報表示盤

I
通信制御盤

パウスラスタ補助制

御盤

レーダ・指示器 2台

4 電気部

4． 1 一般計画

電源装備として主発電機，主軸駆動発電機，蓄電池お

よび非常用電動発電機を装備し，次の使用計画で考慮さ

れている。

(a)通常航海中の舷内負荷はすべて主発電機により給電

する。

(b)港内でバウスラスター使用の際は，軸発により給電

する。

(c)事故により主発が無電圧になった場合，主配電盤内

の検出回路により，瞬時に軸発に給電源が切換わり

かつ非常用電動発電機（航海，通信装置電源）が起

動する。なお照明電源は蓄電池より給電する。

(d) 2次電源装置としての蓄電池は照明装置用，航海装

’ 主な装備品

CPP操縦装置

パウスラスター操縦装置

翼角指示計
ロ ト’

主軸回転計

ステ.アリンク．テレク・ラフ

ト･ツキンク'テレクﾟラフ

航程ロク・

吹鳴装置押釦

プロペラ制御盤

-－－62－
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－船の科学一

置用，電話用として，それぞれ全負荷必要時間給電

可能な容里のものとする。

4．2主要目

(a)電源設備

主発電機 （機関部要目表参照）

主軸駆動発電機 （機関部要目表参照）

変圧器220V主変圧器 3台 150kVA(450kVA)

変圧器100V主変圧器 3台 75kVA(225kVA)

変圧器100V非常用変圧器3台 5kVA(15kVA)

鉛蓄電池

照明装置用 容量360AH電圧104V 1組

航海装置用 容量360AH電圧104V l組

電話装置用 容量360AH電圧 24V 1組

救助艇探照灯用容量60AH電圧12V 1組

充放電盤

形式 定電圧浮動充電方式

整流子 SCR

容量 照明装置用 72A DC-129V

航海装置用 72A DC-129V

電話装置用 36A DC-29.7V

救助艇探照灯用

非常用電動発電機

出力 AC-104V 5kVA

入力 DC-104V 5．5kW

(b)航海計器

ジャイロコンパス 東京計器TG-100 1式

レーダー

東京計器MR-120C-56-9 2式

測程儀 北辰電磁式ノット式 2式

喫水計 マイクロセン式（2組） 1式

タンク容量計マイクロセン式（5組） 1式

(c)通信設備

自動交換電話 30回線全リレー式 1式

共電式電話 （1対1） 4式

共電式電話 （1対2） 2式

共電式電話 （1対4） 2式．

相互通話共電式電話 （9回路用） 1式

無電池式電話装置 （1対1） 1式

非常警報サイレン 1式

無線電話装置 150MHZ 10W 2式

（運航用，業務用各1式）

無線電話装置 150MHZ 10W(国際VHF) 1式．

C）放送装置

旅客案内用 出力 100Wラジオ組込 1式

船内指令用 出力100Wラジオ組込 l式

操船指令用 出力 50W 1式

機関指令用 出力 100W 1式

5 むすび

本船の設計，建造に当っては関係官庁，国鉄本社，宇

高管理部ならびに鉄道技術研究所の方々の適切なご助言

とご指導をいただいて，高度な技術を要する本船を完工‐

することができた。

一方折からの物不足と狂乱物価の悪条件に遭遇した

が，船主殿をはじめ関連メーカーの絶大なご協力を得

て，建造工場従業員一丸となって，難問題を解決し，予

定通りの期日に優秀な性能成績をもって引渡すことがで

きた。

ここで貴重なご助言，ご協力に対し誌上をかりて厚く

お礼申し上げる次第である。

おわりにわれわれの精魂こめて建造した讃岐丸がいつ・

までも安全に乗客と車両を運びつづけることを祈りつ、

つ，むすびの言葉と致します。

I

１
１
１
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｌ
■
１
１
１
■
■
■
且
』
！
！
■
■
！
’
■
Ｄ
Ｂ
■
■
巳
匡
ｉ
ｌ
■
１
１
１
■
ｌ
Ｉ
Ｉ
。
！
ｌ
ｌ
ｌ
ｑ
１
Ｉ
１

’
’

’ ｜
I

の電気防食

工学博士瀬尾正雄著

（1）機関の防食法の例示。

（2）船舶航赤が船体腐食に及ぼす影響。

(3) Al陽性の性能。

（4）水中翼船の防食法等。

斬新な改訂内客を網羅している。

本書は船舶関係者の要望にこたえた電気防食効果と

実施法を明示した唯一の指導書である｡

船舶技術協会

〔改訂版〕 船舶
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’ 最近，電気防食法は著しく進展し特種な場合を除い

ては使用基準等も明らかになってきた。今後，陽極材

料，制御装置の適用，進歩した塗料との関連等におい

ては改変される余地はあるが，その他の点では大きい

変化はないであろう。本書は船体外板の防食基準や油

槽タンクの腐食状況，および防食要領を明らかにした

ものである。

A5判 146頁上製定価600円（〒110)
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－船の科学一

海洋パビリオン「鳥羽ぷらじる丸」の紹介

三菱重エ業株式会社神戸造躯所修繕船部

3－1船体部改造前後の主要目

改造前主要目 改造後建築概要1． まえがき

近年余暇の有効利用が一般の話題になっている折，大

阪商船三井船舶株式会社，商船三井客船株式会社が主体

となり鳥羽ぷらじる九観光株式会社を設立し，わが

国の代表的船舶で長年南米への移民船として，また客船

として活躍したぶらじる丸を青少年の海洋思想普及

のため海洋パビリオンとして風光明媚の地鳥羽湾に係

留し， 7月5日よりオープンした。

三菱重エ業神戸造船所は，この改装工事を担当したの

でその概要を紹介する。 （写真頁36， 37頁参照）

2． 関係法規

周知のとおり船舶は，船舶安全法に基き建造される

が，今回は本船を永久係留とするため，船籍を離れ，陸

上構築物扱いとなった。従って建築基準法，電気事業

法，および消防法等，われわれとしてば耳慣れない法規

の摘要を受け船屋が陸に上った訳である。

。3． 船体部概要

建築名称 ぶらじる丸

用途 海洋パビリオン

床面積 8,995m2

改装後便用 4,495m2

全長 156.00m

垂線間長 145.00m

幅（型) 1960m

深さ（型)Aデッキまで

11．90m

満載喫水（型) 8.72m

総トン数 10,216.60t

載貨重璽 9,801.00t

速力（試運転最高）

20．3kn

速力（銃海) 16．25kn

乗組員 ′｣､計 112名

旅客定員′｣､計 360名

キャビン 12名

エコノミーA 68名

エコノミーB&D280名

合計472名

改装後非使用4,500m2

全長 156.0m

幅 19.6m

高さ船底一マスト天端

42.0m

階数地下 3階

地上 5階

写真鳥羽湾に係留された唾鳥羽ぶらじる丸2’

－68‘－
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－船の科学一

3－2鼠基本計画

海洋パビリオンとして，一般の観覧に供するため船内

を8ケの区画に分け，それぞれの区画に特色を持たせ展

示に変化をつけた。

観覧者の安全については不特定多数の観覧者が非常時

安全にして速かに退船ができるよう避難経路および避難

通路につき万全が期されている。

概略の配置は, Aデッキはメインロピー，展示室， シ

ョップ，防災センター，および案内所, Bデッキは展示

室（3室)， マルチコーナー， レストラン，調理室およ

びアクアピジョン，上部船楼甲板は操舵室，船長室，無

線室等を現状のまま観覧に供することとした。

既設の上部船楼甲板の旅客室は非使用とする。従って

船内の使用，非使用区画を明確にして非使用区画への一

般客の立入りを防止し船および一般客の安全に配慮し

た。

3－3規則の適用とその経緯

船舶，航空機等であってもその籍を離れ，構造物とし

て引続き使用する場合は，陸上建築物扱いとなり建築法

に従い都道府県の建築課の監督下に入る。 しかし建築基

準法で定める建築物に適応しない今回の改装工事の場合

は，建築法に基き，同法第38条に定める特殊構造物の適

要を建設大臣に申請しその適用認可が必要であった。

この場合各種の審査があるが建設省の認可を受けた財

団法人日本建築センターで事前に構造，安全性について

審査，評定を受けるよう指導をされ，同センターに評定

を申請した。

評定は同センター内の防災性能評定審査会に付され，

避難防火部会排煙空調部会消防部会電気部会および係留

部会に分れ，各部会で審査を受けそれを審査会で討議し

不備な面は更にまた各部会で審査を行ない半年に亘り慎

重審査され審査会の評定害を受けた。ただし構造強度に

ついては船舶法で十分規制を受け検査も受けているとし

て除外された。

唾ここに一連の書類手続きをチャートにて説明をする。

4． 内装展示

4－1 内装

建築法では鋼材を，不燃材料と規定しているため，改
装部の内装仕上げが準不燃とすべく，内張材料は総て不
燃材料を使用した。

4－2展示

;・展示はディスプレー専門業者の商工美術株式会社がデ
ザイン，設計および施行を担当した。

①メインロビー 船内案内図，鳥羽地方の紹介をパ
ネルで行ない，全体にゆったりとして豪華な装いであ

る。

②シンボル 現代芸術家，田
中不二氏制作，水の造形が七色の
光に踊り，新しい，ぷらじる丸の
シンボルとなった。

③展示室d4A'' 人と海との物
語をテーマに，出合いの空間で
は，人類が初めて海に出合ったと
きの驚きをカラーコルトンの組写
真で表現，古代では人間達がどの
ような舟を利用したかを，実物大
模型で展示している。

④展示室6lB'' ロマンと冒険
を， テーマとして，バイキング船

（約1/2模型）に始まり，中世ヨ
ーロッパの人々が持っていた地球

に対する知識,パスコ・夕・ ・力，マ，

コロンブス，マゼラン， キャプテ

ンクックおよびフルトンの蒸気船

に至る過程を，大壁画で紹介し，

他方では和船の歴史を写真パネル

と模型遣唐使船， （八幡船および

日本建築センター
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一船の科学一

千石船）等で説明している。南海の海中風景を映写する

アクアピジョン，太平洋海溝ジオラマおよび海底調査船

「しんかい」の現寸大断面模型と続いている。

⑤展示室KfC'' 海の未来と題し，海底ドームの一室

を模した窓の外に，未来の海底公園，牧場および超近代

的な都市等を展示した。

⑥ブラジルコーナー 本船と馴み深い南米，三重県

の姉妹都市“サンパウロ”等を紹介するため，南米大陸

立体地図，ブラジリアのジオラマ模型，産物および鉱物

等を展示し更に， リオのカーニバル，ブラジルの工業等

をカラーコルトンで説明している。

⑦その他のスペースではショッピンク・コーナー， レス

トラン，およびケームコーナーを配し憩いの場を設け

た。

階段活動係数 1．3人/m.s.

安全率 2．0

避難速度 1m/s

人員

T,==出口流動係数×出入口幅合計×2
人員

T2;=階段流動係数×階段幅合計
×2

T,=-22里×2=295sec 4分55秒
1．5×4．2

T2=-22三×2=248sec 4分8秒
1．3×5

タラップ 幅2.0m 2組 1．0m1組

出入口 幅1.6m 2カ所 1.0m1カ所

なおタラップより最も遠い展示個所までが60mであるの

で避難時間T1+60秒==5分55秒となる。

各区画の避難通路はそれぞれ二方向に設け要所には非

常階段を新設して安全を期した。

6－2防火区画・防火戸

地下1階と， 1階が主体として展示等に使用されるた

め地下階防火区画を船首尾方向で5分割し1階は2分割

：各防火区画は鋼壁と甲種防火戸にて仕切られ更に上下

階は階段室により区画された。

2階以上は非使用区画が多く，各階の床面積も,｣､さい

ため上下階のみ防火戸により区画している｡

防火戸は甲種防火戸を上記区画の仕切壁に配置し観覧

順路に当る扉は常時開放とし非常時は煙感知器と連動し

自動的に閉鎖する。

6－3排煙区画と排煙装置

船舶での火災消火は密閉消火が一般的な手段であるが

陸上では多数の人間が入場しているため失火時の煙によ

る煙害および退路封鎖の予防で排煙を第一義に考えてい

る。なお排煙を必要とする椛造は建築でいうところの無

窓階である。今回はこの対称区画が地下1階である。

排煙装置は5区画を現装の船雌用排気ファンでまかな

い，他の2区画は自然排煙装置とした。

排煙機容量 所要量 1m8/m2/min

自然排煙 所要量床面積の1/50の開口

機械排煙

機器 ｜ 対称場所 1 噺孵｜騨繍）

5． 船体構造

今回は改装工事の主力が展示であるため展示場以外は

付帯的工事であった。従って現装乗組員，客室仕切壁お

よび艫口トランクハッチの囲壁等の撤去が約60t,新設

鋼材は, Bデッキの鯰口閉鎖および,No. 4艫ロ,Aデ

ッキ， シェードデッキの閉鎖が主体となり約80tの鋼材

を要した。完成後鳥羽に係留された時の復元性およびト

リムを考え,No. 1船艫に250tの砂利パラストおよび

撤去したデリックプーム，ポートダピット等約10tのス

クラップを搭載した。更に二重底タンクを総てバラスト

タンクに転用するため燃料タンクは完全に清掃して清水

を張った。

6． 船体艤装

この頃で，われわれは造船用語と建築用語を両者共に

使わねばならない。われわれ造船関係者に取って最も困

ったことは，建築関係者との用語および慣習の違いによ

る解釈の相違であった。

6－1 避難

本船のAデッキ（上甲板）を建築でいう基準階とし岸

壁側踊り桟橋より2組の乗下船タラップを架設した。

またBデッキ（第二甲板）地下一階に従業員および資

材搬入用タラップー組を架設した。

非常時の避難は上記三組のタラップを用い滞船中の全

員を6分以内に脱出できるよう計画した。

避難時間計算（一例）

構築物内の人員 面積3,700m2 (有効）

平均 4m2/人

滞船者925人

条件 出口流動係数 1．5人/m.s.

N･， |プﾗジﾙｺｰﾅ-.'B''|
No．10

N｡ Ⅲ ゞ｡,ブｺｰﾅj
No.25ショップコーナー46C''

N｡.,, |ﾚストラン

336

’
110

240

250

110

190

225

116

311

－72－



－船の科学一

内は常に空であり乾式といえる。陸上では全消火管を常

時満水としポンプ起動と同時にノズル先端で，加圧され

た水が放水できる。従って今回は煙突甲板の日用清水タ

ンクより消火ラインに接続しポンプ前面に逆止弁を配し

陸上方式に従った。

7－3送水口

送水口とは消防隊のポンプ車で，建築物固有の消火栓

に送水するための取入口である。

通常消火栓およびスプリンクラーラインへ，送水口よ

り送水され本格消火が行なわれるが，今回は陸上に設け

た送水口より1本のラインで船内に持込み消火ラインお

よびスプリンクラーラインに接続し本格消火に備えた。

詔
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展示宝lGB'' 250355

110

自然排煙|展示室4IC'' 墨 ｜ :鰯。｜マルチコーナー

排煙機は各区画より単独ダクトでFanに直結し外気

に放出される。なお起動については各区画の煙感知器に

より防災センターにて感知し操作盤の押ボタンを押すこ

とにより遠隔起動が可能である。

自然排煙装這は排煙口の蓋を操作レバーを引くことに

より同時に開放できる。特に天井内張の排煙口と船体構

造の排煙ロを連動させて一斉に開放させるため数度のモ

デルテストにより万全を期した。

伝4空気調和装潭

本装置は約10年前当所にて移民船より客船に改装され

た時据付けられた装置である。今回は2台の冷凍機用原

動機を150kWモーターに置替え更に空調機を1台追設

した。装置としては6個の系統に区画し各系統毎に1台

の空調機を設け冷暖房を行なうことにした。

①冷房時 機関室内冷凍機スペースに2台の冷凍機，

凝縮機，冷水冷却器，その他の付属機器類を配置し冷却

された冷水を，冷水ポンプにより各空調機に送水する，

空調器は冷却減湿した冷風を，送風機によりダクトを介

して各区画に送風して冷房を行なう。

②暖房時 現装空調機は加熱コイルに蒸気を供給し，

これにより加熱された温風を各区画に送風する方式であ

ったが今回は空調機の加熱コイルを取外し同位置に3段

切換え電気ヒーターを取付け電気を熱源とした。

③ダクト 通風ダクトは平面区画の防火壁を貫通する

位置にはヒューズ付ダンパーを上下区画を貫通する位置

は煙感知器に連動する煙感ﾀ・ンパーを配し失火時の延焼

防止を計っている。

冷凍機は高圧ガス取締法に基づき圧力テスト，真空テ

スト等を監督官庁立合いの下に行なった。

8． 機関部その他

①永久係留となり船籍を離れるため船尾軸，プロペラ

の撤去，主機ピストンの一部を抜取り船籍離脱の検査を

受けた。

②日用清水汚水排出について

日用清水は陸上より送水を受け機関室既設清水槽に受

水し，揚水ポンプにて煙突甲板既設日用清水海水槽に揚

水して使用する。汚水は調理室専用汚水槽と浴室，便所

等よりの専用汚水槽を機関室に設けカッターポンプおよ

び排出ポンプで陸上の新設専用浄化槽に送り込み，規格

値以下に浄化して海中に放出することとした。

9． 電機部

9－1 概要

本船は従来直流発電機3台をもって運航されていた

が，今回改装において，発電機の使用は行なわず，中部

電力より6.6kV高圧にて一括受電するよう計画した。

受電電気室は地下2階，中央部の荷物室を充当し所要

の電気設備の配置を行なった。受電方式は構内第一柱を

電力会社との責任分界点とし，陸上キュービクルを近く

に設置した。船内への引き込みはキューピクルから， ド

レッチャーケープル(2PNCT-1") を使用し，岸壁

から架空ワイヤー， フレキシブルチューブ，プルポック

スを経て，電気室まで引き込んでいる。

電気室内における機器相互間の配線はプスバーにより

行ない’操作盤スペース以外は立入禁止とし，防護柵を

設けた。

9－2電気設備

(1)電源設備

主配電盤高圧受電盤×1面 配電盤×3面

シリコン整流器三相全波DC220V 300kW

変圧器 6600V/440V単相500kVA 4台

’
7． 消防設備

7－1 スプリンクラー消火設備

今回主たる展示室となる地下1階にスプリンクラー消

火設備を新設した。スプリンクラーヘッドは，半径2．，

mに1個の割合で，仕切壁，展示品等で妨げられる個所

には追設して全面に散水可能として初期消火に威力を持

たせた。

7－2消火ライン

消火ラインは船舶では海水使用という理由からパイプ
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格納箱には表示ランプを取付けたご

(3)動力設備

空調設備

冷凍圧縮機電動機AC440V三相 6P150kW

2台

冷却海水ポンプ DC220V 22kW 2台

冷水循環ポンプ DC220V 19kW 2台

暖房ユニット AC440V60kW 4台40kW

2台

厨房設備(電気厨房機器使用)AC220VAC110V

給湯設備電気ボイラー 60kW 500J循環式

汚水処理設備排出ポンプAC440V7.5kW2台

カツターポンプAC220V1.5kW1台

清水供給設置清水ポンプ7.5HP 1台 14HP，

1台

換気設備（電気室，調理室）フアンDC220V7台

(4)通信設備

電話設備（沖電気AC-120型クロスバー自動交換機）

陸上より8回線導入の上，料金装置，卓上中継台等の

付属装置を設置し，電話局の完成立合検査を受けた。工

事着工に際しては電話局へ指定外ケーブル使用認可申請
を提出する必要があった。

テレビ共聴設備時計設備

(5) 照明設備

一般照明

区画された展示ゾーンごとに照明分電を新設し, AC

110V三相にて送電しており，既設区画に対しては，区

分電までケーブル新替の上送電している。負荷の大半を

しめる螢光灯については力率改善のため，すべて器具に

高力率型を使用した。

非常照明

非常照明は陸上設備の規定に基づき，床面すべての場

所で1LXが確保できるよう，展示通路に沿って多数配

置した。そして電源は常時AC110Vで供給し，停電時，

自動的にDC108V蓄電池に切換わるよう計画した。ま

た観客通路には規定通りの誘導灯を配置し，器具はすべ

て蓄電池内蔵型消防検定品）を使用した。

非常灯の灯具についても防災認定品を使用することを

規定されており，舶用灯具については所定の温度特性を

検査の上，防災性能審査会の評定を受け，既設区画に対

し使用する許可を得た。

440V/220V三相150kVA 1台

440V/110V三相400kVA 1台

440V/173V三相345kVA 1台

直流配電盤（既設主配電盤）

非常用発電機ディーゼル発電機DC230V55kW

蓄電池DC108V300AH(非常照明用）

本船の既設照明電源は直流3線式で供給されていた

が，今回改造において全て交流三相110Vに変更した。

また直流電動機負荷に対しては， シリコン整流器により

電源供給するべく改造を施行した。

(2) 防災設備

自動火災報知機(P型1級20回線）

本船に対する消防庁の基本方針は上甲板を地上1階と

し，上甲板以下は地下無窓階の適用を受けることとな

る。従って地下区画にはすべて煙感知器を必要数設置し

た。また防災センターの受信機と別に副受信機を当直室

に設置した。

非常放送設備（1台）

緊急放送，一般業務放送，単独B.G.M放送が可能に

なるよう計画し，緊急放送については最優先権を与え，

火災報知機と連動するものとした。また放送階の選択に

ついても火災階および直上階放送が自動的に作動するも

のとした。

防火扉制御盤（1面，電磁錠12個）

展示通路の順路上，防火区画を常時開放する扉（12箇

所）については，煙感知器の作動と連動する電磁錠を設

置した。この制御盤と電磁錠間は消防庁認可の835｡C耐

火ケーブルを使用した。

排煙機（8台）

地階区画の排煙に使用するファンは，防災センターに

おいて遠隔発停可能とし，主電源用としては非常用配電

盤より835℃耐火ケーブルを用いた。 （建設省告示1829

～1830号電気の項）

スプリンクラーポンプ

電源は非常用配電盤より供給し，常時，非常時共に作

動可能な状態とした。本船前部および後部の両系統にフ

ロースイッチを挿入し，火災受信機に放水の表示が可能

とした。また圧力スイッチによりポンプは自動発停可能

とした。

消火ポンプ

スプリンクラーポンプ同様の系統とし，防災センター

より遠隔発停が行なえる。

非常コンセント

地下1階の非常出入口に消防設備技術基準に基づく，

単相lOOV三相200Vのコンセントを非常電源より供給し

10． むすび

計画当初では陸上建築法規に対する知識不足，資材発

注時期でのオイルショックによる混乱等，非常に困難な
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問題時期であったにもかかわらず関係者の努力により無

事工事が完遂できたことに感謝している。

最後に監督官庁，防災性能審査会を始め改装工事に関

しご教示，ご指導をいただいた皆様に本誌を借りて心か

らお礼申し上げる次第である。

【技術短信〕

日本海洋掘削(株)向け

補助推進機付半潜水型海洋掘削装置

｢第三白竜」完成

三菱重工業株式会社

三菱重工業ば， 7月12日広島造船所において日本海洋

掘削㈱向け補助推進機付半潜水型海洋掘削装置「第三白

竜」の引渡し式を行なった。

本装置はシ世界驫大級の性能を有し，常時タグボート

により曳紘されるものでばあるが， ，補助推進機のみに

よるテスト速度8ノットは，他の同種補助推進機付掘削

装置の平均速度より約30％速く， しかも風速60m/秒．

波高24mに十分耐え，水深300mの個所で稼動するため

の特別な設計が施されており‘最大深度9,000mの掘削

能力がある。

装置の大きさは， 46年夏完成した非自航式半潜水型の

「第二白竜」に比べて一回り大型化し，居住定員も約5

割増加してし､るが，各種掘削用機器の設置と重量資材格

納のためにも余裕あるスペースが確保されている。さら

にヘリコプターデッキはシコルスキーS61を予定した設

計となっている。

掘削は，安全で効率の高い作業ができ，係留設備は装

置の4隅から2本ずつ計8本のチェーンと8個のアンカ

からなってし､るが，本装置の主な概要は次のとおりであ

る。

「第三白竜」の主な概要

1）タイプ 補助推進機|寸半潜水型

2）装置寸法 全長 101m

全幅 67m

高さ メインデッキ 35m

マスト頂部 103m

3）稼動区域 寒冷地を含む世界主要海域

4）稼動水深 300m

5）掘削深度 約9,000m

6）居住定員 100名

7）係留設備 チニーン1,200m×76mm. 8本

アンカ（軽鐘型20kg) 8個

8）設計条件 最大風速 6Cm/秒

最大波高 24m

最大潮流 3ノ .， 卜

9）補助推進懐関 2,600PS/260rpm 2基

なお’本装置ば7月13日広島を出蚊し，その後は常磐

沖で捌削作業に入る予定である。

１
１

9

１
１
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マママー

思い出すままに（二）

三七識雅夫’二二I

期捷みが問題であることに気がついた。そこで, Coxの

方法を借用して，初期焼みのある平板について近似解析

を行なったところ，初期焼みに応じ，荷重と擁みの計算

値と実験値が気持ち悪い程良く一致した。こういう時の

喜びは研究をやった者だけの知るところである。この解

析から，挫屈限界点を実験的に決定する方法を思いつき

提案したところ， これも計算値と一致し，各方面から好

評を得て今でも利用されている。この方法は後に抵抗線

歪計の発達と共に，板の表裏の歪計の差を用いるなどの

改良も行なわれた。

私が挫屈の問題に取組んだ頃は，挫屈現象は何故起る

のか，偶然に起るのか，実験中に外部から振動など外力

に擾乱が加わるために起るのかなどの論議があった。そ

の時Southwellの研究があることを知った。彼の研究

によると，外力の大きさが段々大きくなると，それまで

安定な平衡を保っていたある変形が，中立の平衡を経

て，不安定な平衡に移り，従前と異った変形状態が安定

な平衡になることを，平衡状態に'｣､変形を与えて計算に

より明かにしている。圧縮を受ける細長い棒を例にとれ

ば，始めは単純に縮む変形から，曲げ変形が安定な平衡

に移るのである。従ってこの説では偶然ではなく必然的

に挫屈が起るというのである。ただしこの説では同一の

境界条件，同一の荷重の下に複数の平衡状態（棒の例で

は単純な圧縮と曲げの二つの状態）が存在することが必

要である。一方弾性学にはKirchhoffの解の単一性の

原理がある。一つの弾性体に同一境界条件で同一の荷重

が加わっているときの平衡状態は唯一に限るというので

ある。この原理があるので， どんな方法でも間違いなく

問題を解けば正しい解が得られるのである。併しSouth-

wellの結果はそれと矛盾している。 この矛盾を解く必

要がある。Kirchhoffの原理の証明には，弾性歪エネル

ギが変位の二次の同次式であるとし、うことが使われてい

る。若し応力と歪の関係が一次式でなくなるか，歪と変

形の関係が非線型になるか，何れかの場合には上記の仮

定が成立しなくなる。薄板，細長い棒などで変形が大き

くなると弾性限内でも第二の関係が一次式でなくなり，

両者の矛盾はなくなる。実際にこのようなものに挫屈が

起るのである。これに気がついた時にも大きな感激であ

船体構造研究への結びつき

私は三十数年の大学生活をふり返ると，たいした仕事

もせず誠に恥かしい次第であるが，研究の対象としては

船体構造に関することが主であった。この自分の研究分

野を決めるのに随分時間がかかったのである。前回に書

いたような船舶教室の実情もあり，一方当時は近年とは

異って先生の方から何をやれという指示のなかったこと

も一つの要因であった。私自身も学生時代に，卒業後は

造船所で設計の仕事でもできれば良いと考えており，研

究に対する心構えがなかったことが大きな原因である。

そこで最初はLoveの弾性学, Lambの流体力学の

本など片端しから読んで，本の勉強に専念したのである

が， これには愛羊会という仲間があったことが非常に幸

したのである｡このことは後年船体構造を勉強する上

で，弾性力学の基本的な考え方からはづれないで物事を

考える点で大いに役立った。その内に前述の内燃機船の

調査委員会に引張り出されたり，運輸省（当時は逓信省

管船局）の鋼船機造規程の改訂の会議に， これも井口先

生の手伝いとして出席させて貰うようになり，私の関心

は船体機造力学へと向って行ったのである。

弾性安定論の研究

私の若し､頃には，各種の形をした平板の応力を求める

平面応力の研究とか，挫屈の限界値を各種の条件の下に

求める研究が盛んであった。今のように電子計算機のな

い時代であるから，平面の形状を旨くあらわす函数を見

つけることが成功の一要素であった。挫屈については，

限界値の計算は沢山発表されていたが，実験的な研究は

数も少く，その結果もすっきりしていない。そこへ海軍

技術研究所で実験の便宜が与えられるようになり， また

研究費も当時としては破格の補助金が貰えたりして，船

体構造に関係の深い平板挫屈と実験的に取組むこととし

たのである。いざ実験にかかって見ると，理論で考えら

れているような明瞭な限界値は出てこない。いろいろ考

えていたところ，平板挫屈後の状態を論じた論文が，

Schnadel,Marguerre,Coxなどによって発表されてい

ることを知り，一方実験の状態から判断して，平板の初
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った。挫屈の限界値の計算には線型の方程式が用いられ

ているが,その裏には非線型の要素が必要なのである｡限

界値の付近では変形が'｣､さく非線型の影響は無視して差

支えないので,このような方法がとられているのである。

そんなことで挫屈の問題を資本に扱ってきたが，曲面

板については自分では何もやらなかった。併し当時曲面

板の挫屈について飛越え型(Durchschlag)の挫屈が，

Karman,Tsienなどによって唱えられたことがある。

しかも挫屈の限界値の実験値が計算値より遥かに低いの

である。この問題は先程の挫屈に関する基本的な考え方

から，限界値に到る前に安定な平衡状態のすぐ近くに不

安定な平衡があり，更に離れて低いところから安定な平

衡があるものと考えた。河野忠義君にこのことを話し

て，部分円筒殻の軸圧縮の計算をして貰った。その結果

は河野君が航空学会誌に発表されたが，最初の私の推定

通りのものであった。歪エネルギの点から考えると，単

純圧縮の安定平衡のところで極'｣､で， ′｣､し離れて小さな

撲みを持つ不安定平衡の極大値があり，更に擁みの大き

い所にまた極'｣､の安定平衡があるのである。圧縮の増加

と共に不安定の位置が近寄り，極大値も'j､さくなり，僅

かの擾乱で不安定の平衡の位置を超えて僥みの大きな安

定平衡へと移るのである。

そこで実船計測に移る前に，応力分布だけならば，進水

時のチッピング・モーメントを利用して計測すれば，相

対的な分布は判る筈だと話したのである。

この最後の問題はすぐ･やって見ようということにな

り，先づ歪計の研究に取りかかった。当時抵抗線型歪計

がアメリカで開発されていたが，高価で輸入し難く，船

舶試験所の石山一郎君などが， 自分で手巻きで工夫して

作ったのである。一方計測器も数を節約するため，測定

点を切換えて測定する工夫などを行なった。金沢武君，

安藤良夫君なども協力して，いろいろの苦労の結果漸く

使用に耐えるものができ，委員会として何隻かに実施し

た。歪計では温度変化の補正と，長時間使用の際の零点

の移動などが難しい点であった。その後この測定方式は

各所で用いられ，多くの船で計測された。最初の頃日立

の因島工場でも進水時に応用されたが旨く行かず，依頼

により上記両氏を指導に派遣し，その後成功されたので

ある。

その後実船を使って，航海時に系統的な計測をやるこ

とになり，造船研究協会の設立と共に，そこの共同研究

として北斗丸，銀河丸の実験が相次いで行なわれた。北

斗丸の時は計器の作用を確めることを主とした。高橋幸

伯君の苦心による波高計の制作などを行ない，計測室で

各種の計器を集中的に配置して測定できるように工夫し

たのである。銀河丸では本格的の実験を目差したのであ

るが，始めは大きな暴風にあわず，適当なデータが取れ

なかったが，三陸沖で暴風に遭遇しデータが取れたが，

波との角度を変えて実験することは，船の安全性の点か

ら船長の方で責任が持てないということで，実験班長と

して乗船していた安藤良夫君から電報で問合せがきて，

涙をのんで実験中止を伝えたことなどがあった。これら

は航海訓練所付属の船で，千葉船長その他の方々の一方

ならぬ協力を得たのであるが，上記の安全性の点や，一

航海が終ると他の任務につくため，計測装置を取り外す

必要があったりして， 自由に使える実験船の必要性が痛

感された◎後に実験船の計画も行なわれたが，遂に実現

しなかった。

その後航路別の応用頻度の計測や， 甲板へ波の打上げ

る所謂青波の計測や，横強度の部材の応力分布など非常

に多くの実船研究が行なわれるようになったことは周知

の通りである。これらの研究は総て先きの北斗丸，銀河

丸以来の諸計器の発達が与って力がある。

構造研究委員会の創設の頃

戦後に当時の造船協会に構造研究委員会が創設され

た。戦後になって船体構造の研究について考えるに，個

人が個々に研究を行なう他に，多くの研究者が協力しな

ければ成功しないような研究課題が沢山残されているよ

うに感じられた。そこで当時海事協会の技師長であった

常松四郎氏を委員長として，委員会を構成することを学

会に提案して採択された。

第1回の委員会で私は次のことを話して設立の趣旨の

説明とした。即ち研究者が互に研究課題や成果について

討論の場を持つと共に，更に多くの人が一つの目標に向

って共同研究をする必要を説いた。その研究の例として

一つは波浪外力の解明，第二は外力に対して船体各部に

生ずる応力分布，第三Iこは航路，季節等による波浪の変

化などをあげたのである。第一のものは先に述べた海軍

でやった水槽を用いた系統実験の続行であるが， 当時の

日本の状態では一寸無理であった。第二の問題も実船を

用いて計測するのが本筋であるが， これも困難である。
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－船の科学一

ロス・ターンブルマークⅣl

スプリット ・スターン・ベアリングについて

佐世保重工業株式会社佐世保造船所

造船設計部

は，船主のご要請もあってロス・ターンブル社のマーク

Ⅳスプリット ・スターン・ベアリングを採用したので，

ここにその概要を紹介し参考に供したい。

2． 本船の主要目船体

全 長 339.635m

垂線間長 324."m

型 幅 53.5m

型 深 28.Om

総トン数 133,560T

載貨重量 280,326t
主機械 IHI-GEクロスコンパウンド

2段減速衝動タービン1基

出 力 MCR 36,000PS×90rpm
NOR34,000PS×88．3rpm

プロペラ 翼数5直径8,700Inm重重59.5t
プロペラ軸外径890mm内径570mm長さ8,000mm

1． まえがき

船尾管軸受には，油潤滑のホワイトメタル軸受がオイ

ルシール装置の開発と共に広く採用されてきているが，

軸受， オイルシール装置，プロペラ軸等の事故はしばし

ば発生しており，厳しい環境条件のもとで信頼性の高

い，耐久性のよい軸受，オイルシール装置の改良開発が

近年推進され成果を挙げつつあるが，末だ完全とは言い

難いのが現状である。

また一方，そういう意味から特に船舶の大型化に伴な

い軸受けや， オイルシール装置，プロペラ軸の保守点検

および修理がドックに入ることなく容易にできること

は，船舶の運航上大きな利点であり， この点において，

このスターン・ベアリンク・ ・システムは特長あるものと

思われる。当社建造のモーピルシッピンク・ アンド ト

ランスポーテンション社ご注文による28万DWTタンカ

.-@(MOBILMAGNOLIA''号（昭48． 10．12竣工）

図1 本船の軸系装置
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－船の科学一

(6)船尾管軸受の固定は， スターン・フレームへの圧

入ではなく下部に両舷2枚づつの調整ライナーを置

き，上部より両舷2個づつの50t油圧ジャッキまた

左右方向には両舷より2個づつの30t油圧ジャッキ

で固定される。

(7) スターン・フレーム・ボス内面の機械加工は，船

中間軸 外径660mm長さ6,174.5mm

速 力 16.5kn

船 級 ABS

3. MKⅣスプリット・スターン．ベアリング

の構造と特長

従来型の船尾管軸受構造と比較して次のような

特長がある。

（1） プロペラ軸，軸受， オイルシール装置の保

守点検は船の救荷状態に関係なくアフロート

・コンディションで可能である。

（2） 軸系のアライメント修正が可能である。

（3） プロペラの取付けはフランジ・マウンティ

ングタイプ・で， 12本のモアグリップポルトと

4本のモアク．リップ・ ドウエルで取付けられ

る。

（4） プロペラ軸は船尾方向より挿入し， また，

船尾方向に抜出すように計画されている。こ

の逆も可能であるが一般にスターン・ボス部

は大きくなる。

（5）軸受の船尾側および船首側シール装置は，

スプリット ・タイプである。

、ドレン眉

図2船尾管軸受組立図縦断面
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手

る方法と機械的に行なう方法とがあるが，油圧によるの

が普通の方法である。通常航海中はプロペラ軸フランジ

端面（プロペラ．シール．フエーシング）との間に約5．

~7mmの隙をもたせておき開放時に圧着する。

（3）船尾管軸受

軸受は，上半分（ベアリンク． ●キャップ） と下半分

(ベアリング・モジュール)との2つ割りで50t油圧ジャ

ッキ（トップ．ジャッキ） 4個と80t油圧ジャッキ（サ

イド・ジャッキ） 4個で固定される。船尾側オイル．シ

ール装置（アフト ．シール)，軸受の保守， 点検の場合

は底部中心上の100tモジュール．ジャッキ2個に油圧

をかけて荷重をもたせ， トップ．ジャッキ，サイド．ジ

ャッキを外しモジュール・ジャッキを減圧して除々に輪

受を下げプロペラ・サポート ・クレードルに荷重を移

す。その後ベアリンク．・キャップは，その頂部にあるベ

アリンク÷、キャップ・リフティングシリンダーで，また

ベアリンク' ・モジュールはマシン・ムービンク． ・スケー

トにより鉛内に引き寄せる。

（4） オイル・シール装置(膿側シール，贈側シール)．

ディープ・シー・シール社（クレーン．パッキン社の，

子会社）のメカニカル．シール型でMKⅣスプリット ．

スターン.ベアリングに適用するように取付け部は標準：

シール装置を改造されている。捉側シールは，下部ベア

リング・モジュールのみに取付けられる。

（5） プロペラ．サポート．クレードル

オイルシール装置および軸受の開放の際，一時的にプ．

ロペラ軸を支えておくためのもので，材料は合成樹脂を．

尾構造組立前に行ない軸心見透し後のボーリング等

の機械加工ば必要なし､。

4． 各部の構造

（1） プロペラの取付け

モアグリップ･ボルトとモアグリップ． ドウエルはド

ンキャスター・ムーアサイド社の設計によるものであ

る。モアグリップ●ボルトは，その取付け前後の油圧に

よる伸び量を計測しておく必要がある。本船の計画での

テクニカル・データは次の通りである。

テクニカル・データ

ボルト プリロード 558.983kg

ボルト プリロードでの応力 41.06kg/mf

ポルト フ．リロードでの伸び 0.669mm

油圧 2,613kg/cmP

モアグリップ・ボルト取付け前に約2,613kg/c㎡の油圧

をかけると，ボルトの伸び量は約0.67mmとなる。

この状態でプロペラ●ボスにねじ込んで取付け，その

後油圧を抜く。モアグリップ●ボルト取付け後，プロペ

ラ軸フランジ面とプロペラ・ボス前面の組立精度等によ

りモアグリップ・ボルト取付け後は，取付け前のポル}、

の伸びの50～70％ば残留させる必要がある。

（2） プロペラ．ウォーター．シール

船のアフロート ・コンディションにおいて，プロペラ

軸’オイル.シール装置，船尾管軸受等の保守点検，修

理を行なう場合，海水の浸入を防止するために使用す

る○プロペラウォーター・シールの操作は，油圧によ

爺！

眠
岼

写真1 モアグリップ・ボルト取付け作業
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－船の科学一

使用した。

写真3 スターン・ボス後端に取付けられたクレードル

写真2ェ場で仮組立したベアリング・モジュールとシ

ール装置

（6）潤滑油系統

（7）油圧ジャッキ

船尾管軸受（ベアリング・キャップおよびベアリング

・モジュール）固定用の50tジャッキ, 30tジャッキは

油圧ポンプで作動させ規定圧力に達した後， ロッキング

・ リングでロックし油圧を抜く。また， スヘリカル・パ

ッドとジスタンス・ピースとの面は球面になっており，

軸受アライメンI､時の軸受調整も可能にしている。

5． 艤装工事のあらまし 匡睾電. _"

写真4 プロペラ軸とクレードル

下記に主要目を工程順に述べる。仮見透しから

進水まで，約40日（実働）進水後，本チョック．

ライナー挿入まで，即ち，軸系工事の終了まで約

25日を要した。

（1）仮見透しによるスターン．フレームの位置

決め

（2）本見透しによる中間軸長さの決定

（3） 中間軸，スラスト軸の搭載

（4） プロペラ・ウォーター．シール．ハウジン

グ・アウトポード．シールリングおよびイン

ボード．シールリングの厚さ，外径で修正す

る。このためプロペラ．ウォーター．シール

．ハウジンク．・アウ’､ボード．シールリング

およびインポード・シールリングには，あら

かじめ調整代を持たせている。

（5）主機械（減速機）の搭戦

（6） プロペラ・ウォーター．シール，アウトボ

ード・シールリングおよびインボード．シー

ルリングの取付けまた，各シールリング間の

水圧テスト。

150ガロン

L,0.ストレージ
非常用ヘッド

,タンク
タンクともなる

C インデッキヘエアー抜き

軸受入口での設計圧力 =301bs/in3 (21 1M9/cm') L.0.ライン圧力が17lbs/in高．
低圧アラーム設定点 =201bS/in2 (l41ki:/cm') (l.2k9/cmi)に下った時スタ
軸受出口での設計濃度＝50-60℃ ンパイ・ポンプが起動する，
高温アラーム設定点 ＝70℃ ように設定する・
タンク低位アラーム設定点=100GALLS(2/3EMPTY)

図3 MKⅣスプリット．スターンベアリングシステムのLO
ダイヤグラム
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－鉛の科学－

1(7) プロペラ軸，プロペラの搭載，心出し，接合およ

び挿鍵ﾇL

I(8)舵板搭載

I(9)訟尾側オイルシール装置のベアリング・モジュー

ルへの取付け，および仮チョック・ライナーの挿入

細ベアリング・キャップの取付け

他）船首側オイルシール装置の取付け

掴潤滑油管その他附属品の取付け

'u3)造水

“最終軸系アライメント （仮チョック・ライナーか

ら本チョック・ライナーに取替え）

05）軽荷状態，満載状態での海上公試運転後の軸受荷

重テスト，軸受当りチェックの結果で必要あれば給

尾管軸受の調整を行なう。

6． 今後の問題点

(1)MKⅣスプリット ・スターン・ベアリンク蟻ば従来

型の船尾管軸受機造と違った船内より開放できる鉛

尾管軸受として当社で初めて採用したが，従来型の

スタン・ボス外径とMKⅣスプリット ・スターン．

スヘリカル・パッド

ピース
オイル・インレッ

ローディング
・ リンク

リンク

l

図4油圧ジャッキ概略 写真6 トップ・ジャッキとベアリング・キャップに取

付けられているベアリング・キャップ・リフティ

ングシリンダー

写真5 ベアリング・キャップとベアリング・モジュー

ルを固定した右舷側のトップ・ジャッキとサイド

ジャッキ 写真7韻内より見た弧亙Ⅳスターン・ベアリング
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ベアリンク"を採用した場合のスターン・ボス外径と

を比較した場合約1．3倍と大きくなり，このことは

舩速に影響し当初計画時，船速が0.15kn低下する

という計算詰果がでた。これを考慮し船尾ラインを

一部修正し，試運転では，船速が低下することもな

く好成績をおさめた。

しかし，スターン・ボス肥大の影響は今後も十分

注意する必要があろう。

(2) モアグリップ・ボルトの重量は約100kgで油圧ユ

ニットを付けると合計重量は約200kgとなる。この

ためモアク．リップポルトの取付けは，プロペラ軸，

プロペラを定位置に据えて狭い船内より作業を行な

うことは非常に難しく，当所ではプロペラ軸，プロ

ペラを定位置より船尾側に移し船外で作業した。今

後は，これに適した要具を考慮する必要がある。

(3)従来型の船尾管構造と違い，スターン・ボス内面

加工は取付け前に完了し， ドックまたは船台でのボ

一リングを行なわないのが特長であり，プロペラー

ウオーター｡ｼｰﾙ･ﾉ､ウジング, ｱｳﾄボｰドｰ

シールリングおよびインポード・シールリングの加

工修正により軸心を調整することはできるが，それ

だけに鉛尾構造の組立，取付け精度を従来型以上に

上げる必要がある。

7． あとがき

このような船尾管軸受構造は初めての経験で大'｣､さま

ざまな問題はあったが，海上公試運転では軸受の温度上

昇などもなく好成績で，その後も何等の異常報告もな

く，就航中であり，その特長に合致した好成績が続くこ

とを期待している。また，本船は来年春に保証ドックに

入る予定になっており，軸受， シール装置等就航後の状

態を調査すると共に開放可能な船尾管軸受構造の効果を

確認する予定にしている。

一一一… ヘーヘハー一÷ず~･ざ一一一三島〆q〆一ゴミエハーー 一一ハー一＝一夕《』一（一一一一へロ〈〈

ンペヤ上を流れ，部品の取付け位置に自動的に正確に止

り，一方で部品も，これを収納している架台から自動的

に一品ずつ取出され，運搬されて母材に正確に仮付され

ることになる。

このように，組立作業が自動的に行なわれるので，母

材に部品が取付く位置をマーキングする作業や組立要領

を指示する組立図の作成も省略されることになる。

また，組立仮付の次に行なわれる本溶接については，

コンベヤ上の生産であるため組立速度に対応して高速に．

行なうことが必要であるが，同社では， ヒニームが発生

しなし､サブマージ溶接機を組込んだ新装置の開発にも成

功している。

【技術短信】

造船における内部材の自動組立機を完成

三菱重工業株式会社

このほど長崎造船所と広島精機製作所共同の開発によ

る「船体内部の骨材を組立てる自動機」を完成し，長崎

造船所香焼工場に実用機として設置した。

従来のエ法では，一条のコンベヤで組立てられる骨材

の生産重量は, 1,600t/月程度であるが，本機を使用す

ることにより2．5倍の4,000t/月に引上げることができ，

生産重量当りの作業面積は半分以下で済ますことができ

る。

この骨材の組立ては， コンベヤ上にある母材の

マーキンク欝された位置に，約20個の部品を手作業

で仮付するものであるが，船型の大型化にともな

い人力による組立作業は困難となり，危険になっ

てきてし､る。今日では，骨材の完成重量は，約25

t$大きさは長さ27m幅5mともなり，部品の重

量は800kg程度にもなっている。また組立精度に

ついても，船体の構造が新しくなるにつれて±

0.2mmの精度を保つことが必要になってきてい

る。

この自動組立機は， これらの作業上の要求に応

じるために，母材のコンベヤ上の流れと部品の仮

付けまでの作業を制御するものであり，母材は． 写真造船における内部材の自動組立機
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リュープロペラ高速艇とスク (その1）

工学博士岩井次郎

い，キャピテーション・エロージョンを起こさぬプロペ

ラを求めねばこの艇は実現しないことになる。約2年前

のデュケーン中佐からの手紙では， この艇ば最近58ノッ

トを出したと書いてあった。この速力ではキャピテーシ

ョン数は約0.22となる。

戦前から高速艇の専門メーカーとして種瘤の高速艇を

開発，建造し，特に戦時中多数の英海軍の魚雷艇を，戦

後も朝鮮戦争中に"Gay'' クラス魚雷艇（戦争後期のヴ

ォスパー型魚雷艇の改良型，英海軍省設計）その他を建

造し，豊富な経験と優れた技術を持ったヴォスパー社

(といっても地方的の小ボート工場を世界的な存在にま

で発展させた実力者のピーター・デュケーン中佐一人に

集約されるが）ではあったが，それまでの経験はその後

のヴォスパー魚雷艇の基礎となった自社開発艇MTB

102，マスプロの魚雷鍵（写真2）写真の約42ノットま

でであった。もっとも,MTB102は試運転で最大43.7

ノットを出した。 （1936-37年）う°ロペラでいえばキャ

ピテーション数0.4位までの経験であった。湖水の静水

スクリュープロペラを具えたすべての船において，そ

の船に適合した，効率の良いプロペラを採用することの

重要性は今更らし､うまでもないが，速力を第一義とする

高速艇におけるオプティマムなプロペラの重要性ばさら

．に強調されねばならぬ。高速艇の中で，最も重要な地位

を占め，デリケートな，高性能のプレーニング型高速艇

の最適の設計を求めようとすれば，周知のように，プロ

ペラ軸， シャフトブラケット，プロペラ，舵などよりな

る全流体力学系を考慮しなければならないから，そのう

ちの一つであるプロペラの最高率を求めるだけでば満足

な回答とはならなし､。極力高いプロペラ効率を狙うと共

‘に，付加物の大さ，従ってその抵抗と密接な関連を持つ

プロペラ回転速度を先づ最良に定める必要がある。

､1 －つの実例

今から約16年前，英国ポーツマス市のヴォスパー造船

会社（今日のヴォスパーソーニークロフト社）で完成

した英海軍の，ガスターピンを主機とする50ノット魚雷

艇:;Brave''級（写真1)の設計に当って，研究，解決

した新らしい種々の技術的問題中の最重要問題はプロペ

ラであった。即ち，この魚雷艇の要求速力性能の一つ

{は，波高3呪の波の中で50ノット以上のトップスピード

を出すことであった。より条件の良い平水でばトップス

ピードは50ノットをかなり上廻るとしなければならな

舟､。即ち，キャピテーション数｡O≦3において効率の良 ･雰鴬一

琴

写真2ヴォスパー73呪魚雷艇（戦時中）

写真3 #4BIuebird"写真・1 $$Brave''級魚雷艇
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写真6英海軍砲艇BoldPathfinder

写真4 プロペラ巽端のキャビテーションエロージョン

あり， しかも模型プロペラは直径20吋（500‘）の大きな

もので，試験成績に影響を及ぼすレイノルズ数は充分大

きい。

しかし，船速が増大し，プロペラが高回転になるに伴

ってプロペラ翼上にキャピテーションが発生し， これが

次第に進展するとプロペラの効率を低下させ，エロージ

ョンを生ずるなどの悪い結果が起こってくることば周知

の通りである。

プロペラ翼端と翼根に生じたキャピテーション・エロ

ージョンの状況をそれぞれ写真4 ． 5に示す。

台車の速度に限度のある曳行水槽によるプロペラ試験

は，従って，ごく低速の場合のデータを提供するに過ぎ

ぬ。速度に対応するキャピテーション数が調節できる可

変圧水槽，即ち空洞水槽（キャビテーショントンネル）

内で試験を行なうことがぜひ必要となる (Fig 1)。そ

の後発表されたGawnとBurrill教授のこのような空

洞水槽による試験成讃はキャピテーシ三ン数6.3から0.5

まで6通りにおいて行なわれた。即ち，最高速度はキャ

ピテーション数0．5に対応する約38ノットまでであった。

("16吋模型プロペラシリーズの性能に及ぼすキャビテー

ションの影響''）この研究は前述のGawnの研究に加え

て，極めて有益な資料であるが，この発表ば($Brave''の

設計がもうかなり進んでいた1957年に発表され，時期的

にもずれているし，速度の点でも50ノッI､艇用プロペラ

に対して全面的に役立つものではなかった。

画期的なこの新高速魚雷艇{<Brave"を成功させるた

め，困難な問題を包含するこのプロペラの見通しを得よ

うとの目的で，予てからプロペラに造詣の深いデニケー

ン中佐ではあったが，英国内を始めとして，スエーデ

ン，ヨーロッパ大陸の諸研究所を歴訪して専門家とデイ

スカスした。この数多の訪問先中で，スエーデンのKM

W社の研究所かスエーデン海軍の似たプロペラ問題の経

験によって一番進んでいたらしいが，同中佐の考える軸

速度よりかなり低い回転数であった｡ヴォスパーが戦後

建造した長さ122i呪のガスターピン砲艇"BoldPath-

霧
驚
蕊
酔
鳥

蕊議－－…李電

写真5 プロペラ翼端部のキャビテーション

ェロージョン

面上で水上速力の記録を狙う三点支持型のレコードブレ

ーカ･-- "Bluebirdn" (写真3)は1938年に時速141.7哩

(約123ノット，時速228キロ）を出し, "CruSader"は

時速240哩（約209ノット，時速386キロ）を記録した。

以上の二艇は何れもデニケーン中佐の設計である。しか

し，後者はジェット推進(DeHavillandGhostジェッ

トエンジンによる）であるからこの場合除外するとし

て，前者も，ただ一回か数回の走行に対して設計，建造

され，プロペラエロージョンは問題でないレースポート

であり, $fBrave''のための役立つデータを提供すること

は少なかった。

KKBarve''クラスの契約が行なわれた1954年までにプロ

ペラの専門分野で行なわれてきた系統的模型プロペラ試

験は曳行水槽におけるもの，即ち大気圧下におけるもの

であった。それらの研究のうち1952年ローマの学会で発

表された英海軍ハズラー試験水槽のGawn氏による研

究はオランダのTrooStの研究と共に極めて貴重なもの

であった。 （"プロペラ性能に及ぼすピッチと翼幅の影

響"）特に後者の翼型は製作容易で， しかもかなり良い

キャピテーション性能を持った円弧型(Segmental)で

－85－
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mers社は空洞水槽， その造船学用の測定機器を専門と

する会社であるが， この優れた会社には深く感銘したの

であった。私もその後この社を尋ね, Remmer博士に

会い，いろいろと話をきいた。ちょうど三菱重工，長崎

研究所の船型試験場でK&R社設計の空洞水槽が完成

し，その水槽特性の測定結果が報告番として到着してい

た。今次大戦で出征し，右腕を失なっている温厚にして

学識の深さを漂わせている同博士の左腕の握手は痛々し

かった。小規模ながら特殊専門技術を以って世界に万丈

の気を吐くこの会社や，その時の欧州旅行の後半に訪れ

たスイス．ルツエルンの水中翼船の専門社Supramerを

尋ね，有名な社長のSchertel男爵と会い， 水中翼船に

ついていろいろと説明を受け，ディスカスしたが，ヴォ

スパーのデュケーン氏に驚くほど似たタイプの人であっ

た。ヴォスパー社を含めて， これらの会社の行き方が今

日わが国で遅くれ走せながら話題に上ってきた知識集約

型企業または鉄の塊りを売るのではなく，知識を高く売

って繁栄する企業の手本であると深く感銘した。

結局， デュケーン中佐はGawn博士の勧めもあり，

自社用の空洞水槽をKempf&Remmers社に注文し，

finder'' (写真6) (丸型，姉妹艇のハードテャイン型は

サムエル・ホワイト社で建造)， およびネピアデルチッ

クディーゼル2基搭載の4!Dark"クラス魚雷挺（何れも

英海軍省設計）の速力にはデュケーン中佐は失望してい

て，その原因はプロペラ効率そのものではなく低速のプ

ロペラ回転からくるプロペラの大きな直径に関連するプ

ロペラ軸の大きな傾斜，大きなシャフトブラケットの抵

抗増加などが原因であると見通していた。

(dDark'' クラスはサンダース・ロウ社で建造され，わ

が国防衛庁はその一隻を購入して就役させている。 PT

9がそれである。本艇のスペックによれば，各エンジン

は全力2,500BHP/2,000CRPM,ギヤ比2.113:1であ

るからこの時のプロペラ回転数は947RPMとなる。V

ドライブを使っているが， ギヤ比は1：1であるからこ

れによる回転数の変化はないが，馬力のロスは直結の場

合よりかなり多い筈だ。燃料半載，乗員16人状態で速力

40ノットをうることになっている。後述する記事その他

を使ってこの艇の最適プロペラ問題を解くのはよい演習

問題であろう。

訪問先中の一つであったﾉ､ンプルグのKemgf&Rem･

’

一一

傾斜軸配匿

一
一

’

’

Fig. 1
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高速プロペラその他の研究を行なって解決しなけれは煙

らぬと決意した。そして長期間ではペイするという判断

であった。設置した空洞水槽は60ノットまでの水流に相

当するキャビテーション数で試験できるものである。

Fig. 1はこの水槽を示す。材質は軟鋼製であり，長い

間には若干水が濁るようだ。その後の新らしし､空洞水槽

は全ステンレス鋼製（例えば三菱長崎船型試験場のも

の）またはステンレスクラッド鋼製が多い。この水槽の

スペック作成，建設の監督，実際の運用などのため専門

家として，戦後直ぐドイツから英海軍のハズラー水槽に

きていたP.Rader氏（ラーダー）をヴォスパーで雇

った。同氏はその後数年間主任流体力学者として，その

空洞水槽を使って, ::Brave"用プロペラ問題その他の優

れた研究を行なった。Gawn博士の後任の英海軍のNe-

wton氏と共同で発表した超キャビテーションプロペラ

（ヴォスパーではSupercavitatingといわずfully
cavitatingといっている）についての実験研究は有名で

あり，非常に貴重なものだ。 （"高速艇用プロペラの性能

データ"）これによって開発されたフェイスにもキャン

パーを持つこのプロペラは今日"Newton-Rader"プ

ロペラとして有名で，船速が40ノッ1､余りになれば採用

しなければならぬものであろう。 (Fig 2) @iBrave''の

i･ツプスピードにほぼ該当するこのプロペラの作動状態

を写真7に示す。翼の先端からキャビティは背面を覆う

って延び，尾端を越えて安定したキャピテーションパタ

ーンを形成する。翼のバックは水にぬれておらず"dry''

である。推力はフェイスの圧力によって生ずる。

この状態はKT,KQ-J図において，ハンプの左側の谷

間付近に設計点を置くことによって得られる。Fig.3に

このプロペラの性能曲線の一つを示す。 Gawn-Burrill

プロペラの場合のように,KT,KQハンプの右側に設計点

写真7 スーパーキャビテーションブロペラ
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うである。 @CBrave''の試運転では51ノットを超すスペ

ードを出し，プロペラ問題に関連する性能では見事に成

功した。 しかし，本艇のアルミ骨木皮椛造は失敗といわ

なければならなし､。私がヴオスパーに着任した昭和39年

秋のアイスランド周辺でのNATO海軍大演習に参加し

た"Brave"2隻は構造を大損傷して， ポーツマス軍港の

潜水艦基地‘‘ドルフィン”でオーバーホールを受けてい

た。デュケーン中佐の命で，英海軍省の了解の下に，私

はこの損傷の調査を行なった。ヴォスパーで運転関係を

統轄している元英海軍魚宙艇隊司令ダク・ラス・ランバー

ト中佐に案内して貰った。艇長の詳細説明の下に注意深

く点検したが，主強度を受け持つ全溶接アルミ骨組構造

を置くと，不安定な気泡状キャピテーションを生じ，エ

ロージョンをおこすとされている。設計はo0＝0．25に

対して行な.シてv－る。また，非キャピテーションプロペ

ラに比べて翼面積比はかなり'｣､さい。軸速度はプロベフ

単独効率を考慮し，総合的判断に基づきかなり高く定め

た。普通のプロペラのように，推力の発生に翼背面のサ

クションの効果はこの場合無いがプロペラ効率はそれ程

低くはなく，60数パーセントである｡高速回転の直径の,j、

さいプロペラによって付加物抵抗が'j､となる等のため，

全推進係数（後述）は高く， 50ノット以上において0.52

であった。翼数3，翼面積比0.71軸速度1,720RPM, ピ

ッチ比1.25,直径約1mというのが本艇のプロペラの

’
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に多数の重大な亀裂を生じていた。違う材料を混用する

のでなく，全木造全アルミ製というような単一材料の

総造とすることが先づ肝要である。

その後，緑あってデュケーン中佐に招かれてヴォスパ

ー社に昭和39年から41年まで勤務することになり，机を

据えたのばラーグー氏がいた部屋で， ラーダー氏の後任

のクラウスクルッパ(C・Kruppa)博士と向い合ってい

た。キャビテーショントンネルの計測所ば建物の3階で

あり，その計測所の周囲にわれわれの部屋を始め暗室そ

の他4室があった。 トンネルで実験が行なわれている時

は騒音で煩さかつたが，私の部屋からは袋のようなポー

ッマス湾の彼方に海軍エ鞭の大きな起重機や私の下宿の

近くのオールドポーツマスの火力発電所の大煙突が眺め

られ，また左手にはサザンプトンに通ずる道路とその背

後の丘に並ぷ住宅の赤い屋根が見晴され， まあ，良い部

屋であった。クルッパ博士は数カ月間私と一緒におり，

その後，ベルリン工科大学の流体力学の教授となって帰

独した。プロペラが専門である。その後も，デュケーン

中佐主宰の研究開発会議に出席のため，月一度位はベル

リンから車でオステンドあるいはカレー， ドーバー経由

でくることもあった。こういう時，デュケーン中佐と3

人で一杯飲みながら高速艇を語るのは誠に楽しかった。

クルッパ博士の後任はハンブルグタンクからズールピ

ェ氏が採用された。彼もプロペラの専門家で， クルッパ

博士は「彼は頭がいい」と私にいっていた。金髪のヤン
グジェントルマンであった。着任の頃は英語は拙かった

が，恐らく忽ち上手になったであろう。帰独してから暫

くして会うクルツパ博士の，前には英人と変わらぬほど

上手であった英会話が拙くなっているのに驚いたもの

だ。デニケーン中佐は非常な能力主義者で，国籍を問題

にされないが，主任流体力学者が三代つづいてドイツ人

であるのは興味深い。現在どこの国籍の誰が主任をやっ

ているかは知らない。昭和35年私が始めてヴォスパーを

訪ね，デュケーン中佐， ラーダー氏に会った時は前述の
<$Brave"用プロペラシリーズの実験それに引きつづ

く，デニケーン中佐の発想の突艇と同じようにシャフト

ブラケット，傾斜プロペラ軸，プロペラ，舵というシス

テムをキャビテーショントンネルで試験する世界で始め

ての実験も終了していた頃であった。中佐， ラーダー氏

から既述のプロペラその他の説明を受けた。"Brave"級

2隻はボートエ場内で進水間近まで工程が進んでいた。

このNewton-Rader型プロペラは"Brave''級のほ

かに中佐設計のデイリーエクスプレスの国際外洋レース

‘の1962年の優勝艇4LTramontana'', ドイツ連邦海軍に輸

出したガスタービン魚雷艇"Strahl'', (写真8)"Pfeil",

』

…
写真8 ドイツ連邦海軍漁雷艇"Strahl"

写真9

私が勤務していた頃から盛んに輸出し始めたデンマー

ク，マレーシヤ等向け･の全木造接着構造のガスタービン

50ノット魚雷艇（写真9）など多数の高速艇に用いられ

て非常に良い成続を示した。プロペラ材質はニッケルー

アルミーブロンズであり，加工の極めて困難なステンレ

ス鋼の使用の必要のないようにうまく強度を考慮して設

計されてb､る。プロペラの仕上げはヴォスパーのプロペ

ラ工場で行なわれ，仕上がりの規格は厳しい。私のいた

頃，あるプロペラの仕上げをオランダのプロペラメーカ

ー“リップス”社（世界的にかなり有名）に発注した

が，その仕上がり精度がヴォスパーの規格に合わぬの

で，私も出席した審議会で不合格にしたことがあった。

このような優れたプロペラ設計，工作技術を持った所で

ないと, Newton-Raderタイプのむずかしいプロペラ

を正確に作ることはできないであろう。なお，上述の

4IStmhl"は試運転では55.5ノッ1､を出した。

2最適プロペラ

最適プロペラとは，そのプロペラを設計する艇の与え

られた条件に対して最適のプロペラ回転速度，直径， ピ

ッチ，翼面積を有するプロペラであり，総合的に最高の

推進性能が得られるものを意味する。最適プ官ぺう回転

速度というが，実際問題では利用しうる数通りの減速ギ

ヤ比中から最良のものを選蕊ということになる。

翼断面型にはFig4のように種々ある。先づ， この

翼断面形がそのプロペラに対して適正でなければならぬ
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ら， このデータは甚だ有益であり，筆者はこのプロペラ

の翼断面形である円孤型を専ら愛用している。

高速艇といってもその速力範囲は，実用艇の十数ノッ

トから競争艇のような非常な高速に至るまで，その速力

範囲は広く，従って，特定の速力範囲に対して適するプ

ロペラのタイプがあることは既述の"Brave''の例でも

分るが，船速とほぼ同じ意味を持つキャピテーション数

o0 と前進係数Jを座標軸とする図において， 適するプ

ロペラの範囲を示すFig. 5は先づ参考になる。

この図はTachmindjiとMorganのものを改良した

ものである。筆者が更に細部を追加した。上側の境界線

はo0.7R=0.09,下側の境界線は。o.71R=0.045を表わす。

。0.7Rは局部キャピテーション数である。

さて，

キャピテーション数‘0=IZ竺延tPgll二唾
,o/2VA2

hはプロペラ中心までの水深，

p恵はその時の水の蒸気圧であるが標準大気圧

に比して'｣､さいからこれらを無視すると，

． pATM
・・……．．…･…･…………………(1)o,=!,72vA,

VA水流速度であるが，船速に非常に近い。VAの種

々の値に対し， (1)を計算するとFig. 6をうる。水深を

考慮するとこの線の上に位置する似た形の線をうる。

詮一一一
’エーロホイル
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Fig． 4

ことは勿論である。われわれが取扱うことが多い実用艇

の最高速力はGawn-Burrill シリーズの最高速力約38
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また，

pATM+dogh-pv
局部キャピテーション数。0.7R＝

,o/2V20.7R

半径0.7Rの所の水流の合成速度

んなプロペラにおいても部分的なキャピテーションが避

けられぬ範囲であり，設計者が最もジレンマに苦しむ範

囲である。既述のNewton-Raderプロペラが主として

応用されるべき範囲は下の線に近い, @UBrave''その他

ヴォスパー建造の諸艇がう°ロットしてある範囲である。

0.6より低い前進係数の範囲（例えば低速船にもかかわ

らず，高い回転速度のプロペラのような場合）は後述す

るプロペラ単独性能曲線， 例えばFig. 7, より明かな

ように効率は甚だ低く，実際的には採用し難い。

この図からまたわかるように，与えられた速度VAに

対してJを調節することにより （例えば回転数を変える

などして）普通型プロペラと超キャピテーションプロペ

ラ間の選択ができることがわかる。 しかし，実際的にし、

Vo.7R==､/VX2+(0.7D;rn)2

前進係数 J=j4
nD

これらから, nDを消去してVA(J)即ち｡o(J)の関係

も求め，図に表わしたものがFig. 5の境界線である。

上側の部分は軸流に対し， 例えばGawn型プロペラの

ような非キャピテーションプロペラを設計するのが最良

な範囲を示す。下の線より以下の部分は超キャピテーシ

ョンプロペラが最良である範囲を示す。中間の部分はど
ろいろ制約があり，そううまくは行かない。

例えば， 50ノットに対し， （ぴ0＝0.3）非キャ

ピテーションプロペラを設計するとすれば，

Jは少くとも1．6の必要があり，翼面積比

0.95を仮定し,Gawnの図(Fig. 7)より，

効率を考慮してKQ÷0.0658, P/D=1.9が

読み取れる。これらから直径D,回転数nが
次のようにして求められる。

PD=3,500馬力とする。

VA(ノット), n (RPM)とすると，

J=』些=1.6………………….….…･11)
nD

Qー PpKQ=－－=0.0658……(2}
pn2D5 2秀lon3D3

(1)より

(nD)'=(f:)'=a97'×108………焔’
(2)より

n3D5=1.312×109………………………(4)

(3)(4)より

D=1.21m

(1)より

0．5144×50×"=797RPM、＝

1 1 1
5．0

4．0

3．0
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2．0

』 ．0

』
一
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Fig. 6
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0．8

t

0．6

KT
1．21×1．6

光きに読み取ったピッチ比と合わせて，採
用することが極めて不利な非実際的なプロペ

ラとなる。低い軸速度をうるための大きく重
い減速ギヤ，大きな直径による大きな軸傾
斜，大きなピッチというこの組合せは極めて

好ましくなく， またキャピテーションフリー

ということより隔ること甚だしいものとなろ

う。

Fig. 5はまた実艇データをプロットして

Q

0.4

@.2

iO
0 0.4 0.8 J I .2

Fig. 7
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